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第 1 節  認 知 心 理 学 に お け る 自 己 研 究  
 

1 )自 己 と い う 問 題  

 

“ 自 己 と は 何 か ？ ” こ の 問 い は ， お そ ら く 誰 も が

一 度 は ， 自 分 に 問 い か け た こ と が あ る 問 題 で あ ろ う 。

こ の 問 題 は ， 哲 学 や 心 理 学 の 各 分 野 に お い て も 取 り

上 げ ら れ て き た 。 心 理 学 に お い て 最 初 に こ の 問 題 を

取 り 上 げ た の は J a m e s  ( 1 8 9 0 )  で あ る 。 彼 は 自 己 を

主 我  ( s e l f  a s  k n o w e r )  と 客 我  ( s e l f  a s  k n o w n )  と に

分 類 し ， 客 我 を 心 理 学 の 研 究 対 象 と す る こ と が ， 自

己 の 科 学 的 な 研 究 へ の 道 で あ る と い う 方 向 性 を 示 し

た 。 こ の 後 ， “ 自 己 と は 何 か ” と い う 問 題 は “ 自 己

は ど の よ う に 分 類 で き る の か ” と い う 問 題 と し て 扱

わ れ る よ う に な り ， 自 己 の 様 々 な 分 類 法 が 提 案 さ れ

る よ う に な っ た 。 例 え ば ， A l l p o r t  ( 1 9 4 3 )  は 自 己 を

身 体 感 覚  ( b o d y  s e n s e ) ， 自 己 同 一 性  ( s e l f - i d e n t i t y ) ，

自 己 高 揚  ( e g o - e n h a n c e m e n t ) ， 自 己 拡 大  ( e g o -

e x t e n s i o n ) ， 理 性 的 作 用  ( r a t i o n a l  a g e n t ) ， 自 己 像  

( s e l f - i m a g e ) ， 統 合 的 意 欲  ( p r o p r i a t e  s t r i v i n g ) ， 知

る 働 き  ( t h e  k n o w e r )  に 分 類 し て い る 。 し か し ， こ

の よ う な 分 類 法 は ， 研 究 者 に よ っ て 様 々 で あ り ， 統

合 的 な 概 念 や 理 論 が 欠 如 し て い た た め ， “ 自 己 と は

何 か ” と い う 問 い へ の 答 え は 拡 散 す る ば か り で あ っ

た 。  
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し か し ， 1 9 7 0 年 以 降 ， こ の 自 己 と い う 問 題 は ， 認

知 心 理 学 の 立 場 か ら ， 情 報 処 理 的 ア プ ロ ー チ を 基 盤

と し た 実 証 的 な 方 法 に よ っ て も 扱 わ れ る よ う に な っ

た 。 認 知 心 理 学 に お い て “ 自 己 と は 何 か ” と い う 問

題 は ， “ 自 己 に つ い て の 情 報 処 理 過 程 と ， そ の 他 の

対 象 に つ い て の 情 報 処 理 過 程 と の 違 い は 何 か ” と い

う 問 題 と し て 扱 わ れ る よ う に な っ た 。  

 

2 )認 知 心 理 学 に お け る 自 己 知 識  

 

本 研 究 で は ， 認 知 心 理 学 の 立 場 か ら ， 自 己 知 識 と

外 的 世 界 に 関 す る 知 識 と の 違 い に つ い て 検 討 す る 。

自 己 知 識 と 類 似 し た 用 語 と し て 自 己 概 念 が あ る が ，

そ の イ メ ー ジ は 多 様 で あ り ， 分 野 に よ り 捉 え 方 が 異

な っ て い る 。 そ の た め ， 本 研 究 で は ， 認 知 心 理 学 の

枠 組 み か ら ， 経 験 に よ り 形 成 さ れ た 自 己 の 性 格 ， 能

力 や 身 体 的 特 徴 に 関 す る 意 味 記 憶 と い う 意 味 で 自 己

知 識 と い う 用 語 を 用 い る 。  

自 己 知 識 の 古 典 的 な モ デ ル に ， 自 己 知 識 の ネ ッ ト

ワ ー ク モ デ ル  ( 図 1 . 1 . 1 )  が あ る  ( B o w e r  &  G i l l i g a n ,  

1 9 7 9 ;  L i n v i l l e  &  C a r l s t o n ,  1 9 9 4 ) 。 こ の モ デ ル は ，

意 味 記 憶 の ネ ッ ト ワ ー ク  ( C o l l i n s  &  L o f t u s ,  1 9 7 5 )  

の 中 に “ 自 己 ” の ノ ー ド を 組 み 込 ん だ も の で あ り ，

自 己 知 識 は 自 己 ノ ー ド と 連 結 し た 特 性  ( 図 1 . 1 . 1 に

お け る “ 冒 険 好 き ” な ど )  の 集 合 体 と し て 表 現 さ れ  
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て い る 。 ま た ， そ の よ う な 抽 象 化 さ れ た 特 性 は ， そ

の 具 体 例 と な る 経 験 事 例  ( 図 1 . 1 . 1 に お け る “ ネ パ

ー ル に 旅 行 し た ” な ど )  と 連 結 し て い る と 仮 定 さ れ

て い る 。 こ の モ デ ル で は ， あ る 自 己 の 領 域 が 活 性 化

す る と ， 活 性 化 拡 散 に よ っ て 連 結 す る ノ ー ド の ア ク

セ ス 可 能 性 が 自 動 的 に 上 昇 す る と 考 え ら れ て い る 。

例 え ば ， “ 研 究 者 と し て の 自 己 ” が 意 識 さ せ ら れ る

よ う な 刺 激 と 接 し た 場 合 ， そ の 領 域 に 含 ま れ る 様 々

な 特 性  ( “ 仕 事 熱 心 ” )  や 経 験 事 例  ( “ 毎 日 執 筆 す

る ” な ど )  が 活 性 化 し て 連 想 さ れ や す く な る 。  

 

 

自己冒険好き

ネパールに
旅行した

ウィンドサーフィン
を習った

運転好き

よくテニスをする
週末にも仕事をする

毎日執筆する

仕事熱心

研究者としての自己

ロック音楽が好き

子どもとキャンプ
に行った

親としての自己

忍耐強い
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図 1 . 1 . 1  自 己 知 識 の ネ ッ ト ワ ー ク モ デ ル  
( L i n v i l l e  &  C a r l s t o n ,  1 9 9 4 )  
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3 )自 己 関 連 づ け 効 果 研 究 に お け る 自 己 知 識  

 

1 9 7 0 年 代 後 半 か ら 検 討 さ れ て き た 自 己 関 連 づ け 効

果 の 研 究 で は ， 自 己 知 識 に は ネ ッ ト ワ ー ク モ デ ル に

よ り 説 明 さ れ る 通 常 の 意 味 記 憶 と は 異 な る 性 質 が あ

る こ と が 指 摘 さ れ て き た 。 自 己 関 連 づ け 効 果 と は ，

自 己 知 識 に 関 連 さ せ て 記 銘 材 料 を 処 理 し た 場 合  

( 例 ： 次 の 言 葉 は あ な た に あ て は ま り ま す か ? ･ ･ ･ “ や

さ し い ” )  に は ， 意 味 処 理 や 他 者 に 関 連 さ せ て 処 理

し た 場 合 よ り も 記 憶 が 促 進 さ れ る と い う 記 憶 現 象 の

こ と で あ る  ( 自 己 関 連 づ け 効 果 に 関 す る レ ビ ュ ー と

し て ， 遠 藤 ， 1 9 8 8 ;  G r e e n w a l d  &  P r a t k a n i s ,  1 9 8 4 ;  堀

内 ， 1 9 9 5 ;  池 上 ， 1 9 8 4 ;  稲 葉 ・ 林 ， 1 9 9 3 ;  加 藤 ・ 丸

野 ， 1 9 8 6 ;  L i n v i l l e  &  C a r l s t o n ,  1 9 9 4 ;  R o g e r s ,  1 9 8 1 ;  

S y m o n s  &  J o h n s o n ,  1 9 9 7 が あ げ ら れ る ) 。 R o g e r s ,  

K u i p e r ,  &  K i r k e r  ( 1 9 7 7 )  は 刺 激 と し て 人 格 を あ ら わ

す 特 性 語 を 用 意 し ， 個 々 の 特 性 語 に つ い て 以 下 の 課

題 を 実 験 参 加 者 に 課 し た 。 特 性 語 の 形 態 に つ い て 判

断 す る 形 態 課 題 ， 音 韻 に つ い て 判 断 す る 音 韻 課 題 ，

意 味 に つ い て 判 断 す る 意 味 課 題 ， 自 分 に 当 て は ま る

か 否 か を 判 断 す る 自 己 知 識 課 題 ， の 4 課 題 で あ る 。

そ の 後 ， こ れ ら 4 課 題 条 件 に お け る 偶 発 記 憶 の 成 績

を 比 較 し た 。 そ の 結 果 ， 自 己 知 識 課 題 で は ， 形 態 課

題 ， 音 韻 課 題 ， 意 味 課 題 の ど の 場 合 よ り も 再 生 成 績

が 高 か っ た 。 さ ら に ， K u i p e r  &  R o g e r s  ( 1 9 7 9 )  は ，
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特 性 語 の 示 す 性 質 が 特 定 他 者 に 当 て は ま る か 否 か を

判 断 す る 他 者 知 識 課 題 を 行 い ， 自 己 知 識 課 題 の 場 合

と 比 較 し た 。 そ の 結 果 ， 自 己 知 識 課 題 で は ， 他 者 知

識 課 題 の 場 合 よ り も 再 生 成 績 が 高 か っ た 。 こ の 自 己

関 連 づ け 効 果 は ， そ の 後 の 研 究 に お い て も 繰 り 返 し

確 認 さ れ て い る  ( S y m o n s  &  J o h n s o n ,  1 9 9 7 ) 。  

意 味 記 憶 の ネ ッ ト ワ ー ク モ デ ル に 基 づ く と ， こ の

自 己 関 連 づ け 効 果 と い う 現 象 は ， 自 己 知 識 の 量 の 多

さ か ら 説 明 さ れ る 。 す な わ ち ， 自 己 知 識 が そ の 他 の

知 識 よ り も 量 が 多 い た め ， 自 己 知 識 課 題 の 遂 行 時 に

は 精 緻 な 処 理 が な さ れ ， 記 憶 が 促 進 さ れ る ， と 説 明

さ れ る  ( B o w e r  &  G i l l i g a n ,  1 9 7 9 ) 。 し か し ， 一 般 に

知 識 の 量 が 多 い ほ ど ， 記 憶 に お け る 干 渉 が 増 加 し ，

そ の 知 識 に 関 す る 判 断 が 遅 く な る  ( フ ァ ン 効 果 ：

A n d e r s o n ， 1 9 7 4 )  の に も か か わ ら ず ， 自 己 知 識 に 関

す る 判 断 は 他 者 知 識 に 関 す る 判 断 よ り も 速 い こ と が

分 か っ て い る  ( K e e n a n  &  B a i l l e t ,  1 9 8 0 ) 。 こ の こ と

か ら ， 自 己 知 識 に は ネ ッ ト ワ ー ク モ デ ル に よ り 説 明

さ れ る 通 常 の 意 味 記 憶 と は 異 な る 性 質 が あ る こ と が

指 摘 さ れ て き た  ( K e e n a n  &  B a i l l e t ,  1 9 8 0 ) 。  

 

4 )自 己 知 識 に つ い て の 脳 イ メ ー ジ ン グ 研 究  

 

近 年 で は ， 脳 イ メ ー ジ ン グ 研 究 か ら も 自 己 関 連 づ

け 効 果 研 究 と 同 様 の こ と が 指 摘 さ れ て い る 。 J o h n s o n ,  
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B a x t e r ,  W i l d e r ,  P i p e ,  H e i s e r m a n ,  &  P r i g a t a n o ,  

( 2 0 0 2 )  は f M R I  ( f u n c t i o n a l  m a g n e t i c  r e s o n a n c e  

i m a g i n g )  を 用 い ， 自 己 知 識 課 題 と 意 味 課 題 を 遂 行 中

の 脳 活 動 を 記 録 し た 。 f M R I と は ， 核 磁 気 共 鳴 画 像

法  ( M R I )  を 用 い て ， 認 知 活 動 や 運 動 に 伴 う 脳 の 局

所 脳 血 流 分 布 の 変 化 を ， 空 間 情 報 を 持 っ た 信 号 強 度

の 変 化 と し て 検 出 し ， 脳 の 活 動 部 位 を 画 像 化 す る 技

法 の こ と で あ る 。 実 験 の 結 果 ， 自 己 知 識 課 題 を 行 っ

た 場 合 に 意 味 課 題 を 行 っ た 場 合 よ り も ， 内 側 前 頭 前

皮 質  ( ブ ロ ー ド マ ン 脳 地 図 の 8 野 , 9 野 , 1 0 野 , 1 1 野 の

内 側 部 と ， 3 2 野 の 前 下 部 に 相 当 ； 図 1 . 1 . 2 参 照 )  の

活 動 が 増 加 し て い た  ( 図 1 . 1 . 3 ) 。 ま た ， K e l l e y ,  

M a c r a e ,  W y l a n d ,  C a g l a r ,  I n a t i ,  &  H e a t h e r t o n  ( 2 0 0 2 )  

も f M R I を 用 い ， 自 己 知 識 課 題 ， 他 者 知 識 課 題 ， 形

態 課 題 を 遂 行 中 の 脳 活 動 を 記 録 し た 。 実 験 の 結 果 ，  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1 . 1 . 2  先 行 研 究 に お い て ， 自 己 知 識 課 題 遂 行 時 に 活

動 増 加 が 認 め ら れ た 内 側 前 頭 前 部  ( 青 い 部

分 ) 。 脳 の 正 中 断 面 で ， 左 側 が 前 方 。 番 号 は

ブ ロ ー ド マ ン 脳 地 図 の 番 号 を 示 す 。  
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自 己 知 識 課 題 を 行 っ た 場 合 に 他 者 知 識 課 題 を 行 っ た

場 合 よ り も ， 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 が 増 加 し て い た 。

そ の 他 の 研 究 者 に よ っ て も ， こ の 自 己 知 識 の 活 性 化

に 伴 う 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 と い う 現 象 が 報 告

さ れ て い る  ( F o s s a t i ,  H e v e n o r ,  G r a h a m ,  G r a d y ,  

K e i g h t l e y ,  C r a i k ,  &  M a y b e r g ,  2 0 0 3 ;  K j a e r ,  N o w a k ,  &  

L o u ,  2 0 0 2 ) 。 こ の よ う な 結 果 か ら K e l l e y  e t  a l .  

( 2 0 0 2 )  は ， や は り 自 己 知 識 に は ネ ッ ト ワ ー ク モ デ ル

に よ り 説 明 さ れ る 通 常 の 意 味 記 憶 と は 異 な る 性 質 が

あ る の で は な い か ， と 主 張 し て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1 . 1 . 3  自 己 知 識 課 題 遂 行 中 に 意 味 課 題 遂 行 時 よ り

も ， 内 側 前 頭 前 皮 質 に 広 範 な 活 動 増 加 が 認

め ら れ た ( u n c o r r e c t e d ,  p < . 0 0 1 ， J o h n s o n  e t  
a l . ,  2 0 0 2 ) 。 左 上 の 図 は 脳 を 右 か ら 見 た

図 。 右 上 の 図 は 後 ろ か ら ， 左 下 の 図 は 上 か

ら 見 た 図 。 右 下 に は 脳 の 正 中 断 面 を 示 す 。  
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第 2 節  自 己 知 識 の 性 質 に つ い て の 仮 説  
と そ の 問 題 点  

 

自 己 関 連 づ け 効 果 や 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 と

い っ た 現 象 を も た ら す 自 己 知 識 の 性 質 に つ い て は ，

こ れ ま で に ， “ 自 己 知 識 の 活 性 化 の 際 に は ， ど の よ

う な 情 報 処 理 が な さ れ て い る の か ” と い う 観 点 か ら

の 仮 説 が 提 案 さ れ て き た 。 主 な も の に は ， 社 会 的 評

価 仮 説 と 自 己 モ ニ タ リ ン グ 仮 説 が あ げ ら れ る 。  

 

1 )社 会 的 評 価 仮 説  

 

社 会 的 評 価 仮 説 で は ， 自 己 知 識 の 活 性 化 の 際 に は ，

特 に ， 社 会 的 評 価 判 断 が な さ れ て い る と 仮 定 し て い

る 。 社 会 的 評 価 判 断 と は ， 記 銘 語 の 望 ま し さ に 関 す

る 判 断 の こ と で ， 例 え ば “ 次 の 言 葉 の 示 す 性 質 は 一

般 的 に 望 ま し い 性 質 で す か ? ･ ･ ･ や さ し い ” と い う よ

う な 課 題 を 課 す 。  

F e r g u s o n ,  R u l e ,  &  C a r l s o n  ( 1 9 8 3 )  は ， 好 意 度 の 異

な る 人 物  ( 好 き な 人 ， 嫌 い な 人 ， 好 き で も 嫌 い で も

な い 人 ， 自 己 )  に つ い て 人 格 特 性 語 が 当 て は ま る か

ど う か を 判 断 す る 群 と ， 語 の 特 性  ( 意 味 ， 熟 知 度 ，

イ メ ー ジ 喚 起 容 易 性 ， 社 会 的 望 ま し さ )  に つ い て 判

断 す る 群 で 記 憶 成 績 を 比 較 し た 。 そ の 結 果 ， 自 己 に

つ い て 判 断 す る 自 己 知 識 課 題 で 最 も 記 憶 成 績 が 高 か
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っ た が ， 語 の 社 会 的 評 価 判 断 を 行 う 社 会 的 評 価 課 題

も 同 程 度 の 記 憶 成 績 で あ っ た 。 こ の こ と か ら ，

F e r g u s o n  e t  a l . ( 1 9 8 3 ) は ， 自 己 関 連 づ け 効 果 は ， 自

己 知 識 課 題 の 遂 行 時 に 社 会 的 評 価 判 断 が な さ れ て い

る た め に 生 じ る 現 象 で あ る と し ， 社 会 的 評 価 仮 説 に

支 持 を 与 え て い る 。  

し か し ， そ の 後 の 研 究 に お い て ， 自 己 知 識 課 題 と

社 会 的 評 価 課 題 に お け る 記 憶 成 績 に つ い て は ，

F e r g u s o n  e t  a l .  ( 1 9 8 3 ) と 相 反 す る デ ー タ と ， 一 致 す

る デ ー タ と が そ れ ぞ れ 報 告 さ れ て い る 。 M c C a u l  &  

M a k i  ( 1 9 8 4 )  は ， F e r g u s o n  e t  a l .  ( 1 9 8 3 )  の よ う な 被

験 者 間 要 因 計 画 で は な く ， 被 験 者 内 要 因 計 画 を 用 い

た 場 合 に は ， 社 会 的 評 価 判 断 よ り も 自 己 知 識 課 題 で

記 憶 成 績 が 優 れ る と い う デ ー タ を 示 し て い る 。 し か

し そ れ と は 逆 に ， 岡 田  ( 1 9 9 7 )  は ， 被 験 者 内 要 因 計

画 に よ る 実 験 で ， 社 会 的 評 価 課 題 が 自 己 知 識 課 題 の

場 合 と 同 程 度 の 記 憶 成 績 を も た ら す と い う 結 果 を 報

告 し て い る 。  

こ の よ う に ， 社 会 的 評 価 仮 説 に は ， そ れ を 支 持 す

る デ ー タ と 支 持 し な い デ ー タ と が 存 在 す る 。 し か し ，

自 己 関 連 づ け 効 果 パ ラ ダ イ ム に よ る こ れ ら の 報 告 は

ど れ も ， 社 会 的 評 価 仮 説 を 検 討 す る た め の 十 分 な 証

拠 を 呈 示 で き て は い な い 。 な ぜ な ら ば ， 記 憶 促 進 を

も た ら す 情 報 処 理 過 程 は 複 数 考 え ら れ る た め ， 異 な

る 課 題 間 で 記 憶 成 績 を 比 較 し ， 同 程 度 に 記 憶 が 促 進
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さ れ て い て も ， 同 じ 情 報 処 理 過 程 に よ っ て そ の 記 憶

成 績 が も た ら さ れ た と い う 結 論 を 得 る こ と は で き な

い か ら で あ る 。 そ の た め ， た と え 自 己 知 識 課 題 に よ

っ て 社 会 的 評 価 課 題 の 場 合 よ り も 高 い 記 憶 成 績 が 得

ら れ た と し て も  ( M c C a u l  &  M a k i ,  1 9 8 4 ) ， 自 己 知 識

の 活 性 化 の 際 に 社 会 的 評 価 判 断 が な さ れ て い る 可 能

性 は 残 る 。 ま た ， た と え 社 会 的 評 価 判 断 に よ っ て 自

己 知 識 課 題 の 場 合 と 同 程 度 の 記 憶 成 績 が 得 ら れ た と

し て も  ( F e r g u s o n  e t  a l . ,  1 9 8 3 ;  岡 田 ,  1 9 9 7 ) ， 自 己 知

識 課 題 の 遂 行 の 際 に 社 会 的 評 価 判 断 が な さ れ て い な

い 可 能 性 は 残 る の で あ る 。 し た が っ て ， 自 己 知 識 の

活 性 化 の 際 に 社 会 的 評 価 判 断 が な さ れ て い る の か ど

う か を 検 討 す る た め に は ， 課 題 ご と の 記 憶 成 績 を 比

較 す る 自 己 関 連 づ け 効 果 パ ラ ダ イ ム を 用 い た 研 究 で

は 不 十 分 で あ る 。  

 

2 )自 己 モ ニ タ リ ン グ 仮 説  

 

一 方 ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ 仮 説 で は ， 自 己 知 識 の 活

性 化 の 際 に は ， 通 常 の 意 味 記 憶 の 活 性 化 の 場 合 と は

異 な り ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ が な さ れ て い る と 仮 定 し

て い る 。 自 己 モ ニ タ リ ン グ と は ， あ る 時 点 に お け る

身 体 感 覚 や 感 情 状 態 と い っ た ， 現 在 の 自 己 の 内 的 状

態 に つ い て の 認 識 を も た ら す 情 報 処 理 過 程 の こ と で

あ る  ( C a s t e l l i ,  H a p p e ,  F r i t h ,  &  F r i t h ,  2 0 0 0 ) 。 自 己
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モ ニ タ リ ン グ は ， 意 識 の 対 象 ・ 焦 点 が 自 分 自 身 に あ

る と い う 点 で 自 己 意 識 と も い え る が ， あ る 時 点 に お

け る 身 体 感 覚 や 感 情 状 態 と い っ た ， 限 ら れ た 対 象 に

つ い て の 認 識 を 指 す と い う 点 で ， 自 己 意 識 よ り も よ

り 狭 義 の 概 念 で あ る 。  

近 年 ， こ の 自 己 モ ニ タ リ ン グ に つ い て は ， 脳 イ メ

ー ジ ン グ の 手 法 を 用 い た 研 究 が 行 な わ れ て き て お り ，

自 己 モ ニ タ リ ン グ に よ っ て も 自 己 知 識 の 活 性 化 の 場

合 と 同 様 ， 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 が 増 加 す る こ と が

報 告 さ れ て い る 。 例 え ば ， L a n e ,  F i n k ,  C h a u ,  &  

D o l a n  ( 1 9 9 7 )  は P E T  ( p o s i t r o n  e m i s s i o n  t o m o g r a p h y )  

を 用 い ， 主 観 的 な 感 情 反 応 の モ ニ タ リ ン グ を 行 っ て

い る 際 の 脳 活 動 を 記 録 し た 。 P E T と は 放 射 性 同 位 元

素 で 標 識 さ れ た 薬 剤 を 実 験 参 加 者 に 投 与 し ， そ の 分

布 を P E T カ メ ラ で 断 層 画 像 に 撮 影 す る こ と に よ っ て ，

脳 の 活 動 部 位 を 画 像 化 す る 技 法 の こ と で あ る 。 L a n e  

e t  a l .  ( 1 9 9 7 )  の 実 験 参 加 者 は ， 写 真 刺 激 に 対 し 自 分

が ど の よ う に 感 じ た か を “ 快 ” ・ “ 不 快 ” ・ “ 中

性 ” で 判 断 す る 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 と ， 写 真 に 写

っ て い る の が “ 屋 外 ” ・ “ 屋 内 ” ・ “ ど ち ら か は っ

き り し な い ” で 判 断 す る 対 照 課 題 を 行 っ た 。 そ の 結

果 ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 を 行 っ た 場 合 に ， 対 照 課

題 を 行 っ た 場 合 よ り も ， 内 側 前 頭 前 皮 質 と 前 部 帯 状

回 に 強 い 活 動 が 見 ら れ た 。 同 様 の 結 果 は ，  f M R I を

用 い た G u s n a r d ,  A k b u d a k ,  S h u l m a n ,  &  R a i c h l e  ( 2 0 0 1 )  
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や O c h s n e r ,  K n i e r i m ,  L u d l o w ,  H a n e l i n ,  R a m a c h a n d r a n ,  

G l o v e r ,  &  M a c k e y  ( 2 0 0 4 )  の 実 験 に よ っ て も 報 告 さ れ

て い る  ( 図 1 . 2 . 1 ) 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ の よ う な 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 は ， L a n e  e t  a l .  

( 1 9 9 7 )  ， G u s n a r d  e t  a l .  ( 2 0 0 1 ) ， O c h s n e r  e t  a l .  

( 2 0 0 4 )   が 検 討 し た 主 観 的 感 情 状 態 の モ ニ タ リ ン グ

以 外 の ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ を 要 す る 課 題 に よ っ て も

観 察 さ れ て い る 。 例 え ば ， 自 分 の 発 話 の モ ニ タ リ ン

グ  ( M c G u i r e ,  S i l b e r s w e i g ,  &  F r i t h ,  1 9 9 6 ) ， 自 己 生 成

的 な 思 考  ( M c G u i r e ,  P a u l e s u ,  F r a c k o w i a k ,  &  F r i t h ,  

1 9 9 6 ) ， 痛 み の 知 覚  ( R a i n v i l l e ,  D u n c a n ,  P r i c e ,  

C a r r i e r ,  &  B u s h n e l l ,  1 9 9 7 ) ， く す ぐ っ た さ の 知 覚  

( B l a k e m o r e ,  W o l p e r t ,  &  F r i t h ,  2 0 0 0 ) ， 反 応 競 合 の 検

出  ( C a r t e r ,  B r a v e r ,  B a r c h ,  B o t v i n i c k ,  N o l l ,  &  C o h e n ,  

1 9 9 8 )  等 が あ げ ら れ る 。 こ の こ と か ら ， C a s t e l l i  e t  

a l .  ( 2 0 0 0 )  は ， 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 は 自 己 モ

 

図 1 . 2 . 1  自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 遂 行 中 の 脳 活 動 の

正 中 断 面 ( c o r r e c t e d ,  p < . 0 5 ) 。 ベ ー ス ラ イ

ン は 対 照 課 題 遂 行 中 の 脳 活 動 。 そ れ ぞ れ

の 画 像 の 左 側 に 認 め ら れ る 広 範 な 活 動 が

内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 に あ た る  ( G u s n a r d  
e t  a l . ,  2 0 0 1 ) 。  
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ニ タ リ ン グ 機 能 と 関 係 が あ る の で は な い か と 述 べ て

い る 。 さ ら に ， K e l l e y  e t  a l .  ( 2 0 0 2 )  は ， 自 己 知 識 課

題 を 行 っ た 場 合 と ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 を 行 っ た

場 合 の 両 方 で ， 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 が 認 め ら

れ る こ と か ら ， 自 己 知 識 の 活 性 化 の 際 に も 自 己 モ ニ

タ リ ン グ が な さ れ て い る の で は な い か と 主 張 し て い

る 。  

し か し ， 異 な る イ メ ー ジ ン グ 研 究 間 に は ， 対 照 課

題 の 違 い や 実 験 者 間 で の 空 間 的 ・ 統 計 的 分 析 の 違 い

が あ る た め ， 研 究 間 の 比 較 か ら ， 自 己 知 識 の 活 性 化

と 自 己 モ ニ タ リ ン グ で 同 じ 部 位 が 活 動 し て い る と 結

論 す る こ と は で き な い 。 ま た ， 同 じ 部 位 で 活 動 増 加

が 認 め ら れ た 場 合 に お い て も ， 2 つ の 異 な る 課 題 遂

行 時 の 脳 活 動 を 比 較 す る 脳 イ メ ー ジ ン グ 研 究 か ら で

は ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ 仮 説 の よ う に ， 自 己 知 識 の 活

性 化 の 際 に 自 己 モ ニ タ リ ン グ が な さ れ て い る ， と 結

論 す る こ と は で き な い 。 な ぜ な ら ， 自 己 モ ニ タ リ ン

グ 仮 説 の 主 張 と は 逆 に ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ の 際 に 自

己 知 識 の 活 性 化 が 起 こ っ て い る 可 能 性 も あ る か ら で

あ る 。 自 己 モ ニ タ リ ン グ 仮 説 で は ， 自 己 知 識 の 活 性

化 の 際 に 認 め ら れ る 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 は 自

己 モ ニ タ リ ン グ に よ る も の で あ る ， と い う 推 論 に 基

づ き ， 自 己 知 識 の 活 性 化 の 際 に は 自 己 モ ニ タ リ ン グ

が な さ れ て い る と 主 張 さ れ て い た 。 し か し ， 逆 に ，

自 己 モ ニ タ リ ン グ の 際 に 認 め ら れ る 内 側 前 頭 前 皮 質
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の 活 動 増 加 が 自 己 知 識 の 活 性 化 に よ る も の で あ る と

推 論 す る こ と も 可 能 で あ り ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ の 際

に 自 己 知 識 の 活 性 化 が 起 こ っ て い る 可 能 性 も 存 在 す

る の で あ る 。  
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第 3 節  本 研 究 の 目 的  
 

第 1 章 第 2 節 で 述 べ た よ う に ， 自 己 関 連 づ け 効 果

研 究 や 脳 イ メ ー ジ ン グ 研 究 か ら ， 自 己 知 識 の 性 質 に

つ い て ， 2 つ の 仮 説 が 提 案 さ れ て き た 。 1 つ は ， 自

己 知 識 の 活 性 化 の 際 に は 社 会 的 評 価 判 断 が な さ れ て

い る ， と 考 え る 社 会 的 評 価 仮 説 ， も う 1 つ は ， 自 己

知 識 の 活 性 化 の 際 に は 自 己 モ ニ タ リ ン グ が な さ れ て

い る ， と 考 え る 自 己 モ ニ タ リ ン グ 仮 説 で あ る 。  

し か し ， こ れ ら の 仮 説 が 根 拠 と し て い る 証 拠 に は ，

そ れ ぞ れ 問 題 点 が あ っ た 。 社 会 的 評 価 仮 説 に つ い て

は ， 自 己 関 連 づ け 効 果 パ ラ ダ イ ム の 問 題 ， す な わ ち ，

複 数 の 課 題 間 の 記 憶 成 績 を 比 較 す る パ ラ ダ イ ム で は ，

課 題 間 の 関 連 性 に つ い て 検 討 す る こ と は で き な い ，

と い う 問 題 が あ っ た  ( 問 題 1 ) 。 ま た ， 自 己 モ ニ タ リ

ン グ 仮 説 に つ い て は ， 異 な る 研 究 間 の 比 較 の 問 題 ，

す な わ ち ， 別 々 の 実 験 で 検 討 さ れ た 異 な る 2 つ の 課

題 の 遂 行 に よ り ， 同 じ 脳 部 位 に 活 動 増 加 が み ら れ て

い た と し て も ， 異 な る 2 つ の 課 題 遂 行 に よ っ て 同 一

の 脳 部 位 の 活 動 増 加 が 認 め ら れ る と 結 論 す る こ と は

で き な い ， と い う 問 題 が あ っ た  ( 問 題 2 ) 。 さ ら に ，

た と え 異 な る 2 つ の 課 題 間 で 同 一 の 脳 部 位 の 活 動 増

加 が 認 め ら れ た と し て も ， 2 つ の 課 題 間 に ど の よ う

な 関 連 が あ る の か に つ い て は 結 論 で き な い ， と い う

問 題 も あ っ た  ( 問 題 3 ) 。  
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本 研 究 の 目 的 は ， 社 会 的 評 価 仮 説 と 自 己 モ ニ タ リ

ン グ 仮 説 に お け る こ れ ら の 問 題 を 解 決 し ， そ れ ぞ れ

の 仮 説 を 検 討 す る こ と で ， 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増

加 を も た ら す 自 己 知 識 の 性 質 を 明 ら か に す る こ と で

あ る 。 本 研 究 で は ， 問 題 1 ， 3 を 解 決 す る た め に ，

課 題 促 進 パ ラ ダ イ ム  ( K l e i n ,  L o f t u s ,  &  B u r t o n ,  

1 9 8 9 )  を 用 い た 検 討 を 行 う 。 課 題 促 進 パ ラ ダ イ ム は ，

連 続 し て 2 つ の 課 題  ( 先 行 課 題 ， 標 的 課 題 )  を 行 う

よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た ， 課 題 促 進 パ ラ ダ イ ム

は ， 先 行 課 題 の 処 理 に よ り ， 標 的 課 題 に 関 連 し た 情

報 が 処 理 さ れ れ ば ， 標 的 課 題 に 必 要 な 処 理 時 間 は 関

連 情 報 が 処 理 さ れ な か っ た 場 合 と 比 較 し て 短 く な る  

( C o l l i n s  &  Q u i l l i a n ,  1 9 7 0 ;  M a c h t  &  O ' B r i e n ,  1 9 8 0 ;   

M a c h t  &  S p e a r ,  1 9 7 7 ) ， と い う 論 理 に 基 づ い て い る 。

自 己 知 識 課 題 と 社 会 的 評 価 課 題 を こ の パ ラ ダ イ ム に

組 み 込 む こ と で ， 自 己 知 識 の 活 性 化 の 際 に 社 会 的 評

価 が な さ れ て い る の か を 明 ら か に す る こ と が 可 能 と

な る  ( 研 究 1 ) 。 同 様 に ， 自 己 知 識 課 題 と 自 己 モ ニ タ

リ ン グ 課 題 を こ の パ ラ ダ イ ム に 組 み 込 む こ と で ， 自

己 知 識 の 活 性 化 の 際 に 自 己 モ ニ タ リ ン グ が な さ れ て

い る の か に つ い て も 検 討 す る こ と が 可 能 と な る  ( 研

究 4 ) 。  

問 題 2 を 解 決 す る た め に は ， 同 一 の 脳 部 位 の 活 動

増 加 を 引 き 起 こ す と 考 え ら れ る 2 つ ， も し く は そ れ

以 上 の 課 題 を ， 同 一 の 実 験 内 で 比 較 す る 必 要 が あ る 。
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そ こ で 本 研 究 で は f M R I を 用 い ， 自 己 知 識 課 題 と 自

己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 の 比 較  ( 研 究 3 )  を 行 う 。  

第 2 章 に お け る 研 究 の 流 れ を ま と め る と 以 下 の よ

う に な る 。 第 2 章 第 1 節 の 研 究 1 ， 2 で は ， 社 会 的

評 価 仮 説 が 提 案 す る 自 己 知 識 の 活 性 化 と 社 会 的 評 価

判 断 と の 関 連 に つ い て 検 討 す る 。 研 究 1 で は ， 課 題

促 進 パ ラ ダ イ ム を 用 い て ， 自 己 知 識 の 活 性 化 の 際 に

社 会 的 評 価 判 断 が な さ れ て い る の か に つ い て 検 討 す

る 。 研 究 2 で は ， f M R I に よ る 脳 イ メ ー ジ ン グ の 手

法 を 用 い て ， 社 会 的 評 価 仮 説 が 自 己 知 識 の 活 性 化 に

伴 う 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 の 増 加 を 説 明 す る も の で

あ る の か に つ い て 検 討 す る 。  

第 2 章 第 2 節 の 研 究 3 ， 4 で は ， 自 己 モ ニ タ リ ン

グ 仮 説 が 提 案 す る 自 己 知 識 の 活 性 化 と 自 己 モ ニ タ リ

ン グ と の 関 連 に つ い て 検 討 す る 。 研 究 3 で は ， 自 己

モ ニ タ リ ン グ に よ っ て ， 自 己 知 識 の 活 性 化 と 同 様 に

内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 が 増 加 す る か ど う か に つ い て ，

f M R I を 用 い て 検 討 す る 。 研 究 4 で は ， 自 己 知 識 の

活 性 化 の 際 に 自 己 モ ニ タ リ ン グ が な さ れ て い る の か

に つ い て ， 課 題 促 進 パ ラ ダ イ ム を 用 い て 検 討 す る 。  

以 上 の 研 究 の 結 果 を 踏 ま え ， 総 合 考 察 で は ， 自 己

知 識 の 活 性 化 と 社 会 的 評 価 判 断 お よ び 自 己 モ ニ タ リ

ン グ と の 関 連 か ら ， 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 を も

た ら す 自 己 知 識 の 性 質 に つ い て 考 察 す る 。  
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第 1 節  社 会 的 評 価 判 断 と の 関 連  
 

1 )課 題 促 進 パ ラ ダ イ ム を 用 い た 検 討  

(研 究 1 )  

 

① 自 己 知 識 と 社 会 的 評 価 判 断 の 関 連  ( 研 究 1 - 1 )  

 

第 1 章 第 2 節 で も 述 べ た よ う に ， 社 会 的 評 価 仮 説

は 自 己 知 識 の 性 質 と し て ， 自 己 知 識 の 活 性 化 の 際 に

は 社 会 的 評 価 判 断 が な さ れ て い る ， と 提 案 し て い る 。

こ の 仮 説 に つ い て は こ れ ま で ， 複 数 の 課 題 間 の 記 憶

成 績 を 比 較 す る ， 自 己 関 連 づ け 効 果 パ ラ ダ イ ム を 用

い た 検 討 が な さ れ て き た 。 し か し ， 記 憶 促 進 を も た

ら す 情 報 処 理 過 程 は 複 数 考 え ら れ る た め ， 異 な る 課

題 間 で 記 憶 成 績 を 比 較 し て も ， 課 題 間 の 関 連 性 に つ

い て の 証 拠 を 示 す こ と は で き な い 。 そ の た め ， 社 会

的 評 価 仮 説 の 妥 当 性 に つ い て は ， 未 だ に 結 論 が 出 て

い な い 。  

そ こ で 本 研 究 で は ， 課 題 促 進 パ ラ ダ イ ム  ( K l e i n ,  

e t  a l . ,  1 9 8 9 )  を 用 い ， 自 己 知 識 の 活 性 化 の 際 に は 社

会 的 評 価 判 断 が な さ れ て い る の か ， に つ い て 検 討 す

る 。 第 1 章 第 3 節 で も 触 れ た よ う に ， 課 題 促 進 パ ラ

ダ イ ム は ， 連 続 し て 2 つ の 課 題  ( 先 行 課 題 ， 標 的 課

題 )  を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た ， 課 題 促 進

パ ラ ダ イ ム は ， 先 行 課 題 の 処 理 に よ り ， 標 的 課 題 に
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関 連 し た 情 報 が 処 理 さ れ れ ば ， 標 的 課 題 に 必 要 な 処

理 時 間 は 関 連 情 報 が 処 理 さ れ な か っ た 場 合 と 比 較 し

て 短 く な る  ( C o l l i n s  &  Q u i l l i a n ,  1 9 7 0 ;  M a c h t  &  

O ' B r i e n ,  1 9 8 0 ;   M a c h t  &  S p e a r ,  1 9 7 7 ) ， と い う 論 理

に 基 づ い て い る 。 自 己 知 識 課 題 と 社 会 的 評 価 課 題 を

こ の パ ラ ダ イ ム に 組 み 込 む こ と で ， 自 己 知 識 の 活 性

化 の 際 に 社 会 的 評 価 が な さ れ て い る の か を 明 ら か に

す る こ と が 可 能 と な る 。 社 会 的 評 価 仮 説 ど お り に ，

自 己 知 識 の 活 性 化 の 際 に 社 会 的 評 価 判 断 が な さ れ て

い る の で あ れ ば ， 標 的 課 題 が 社 会 的 評 価 判 断 で あ っ

た 場 合 の 反 応 時 間 は ， 先 行 課 題 と し て 自 己 知 識 課 題

を 行 っ た 場 合 の 方 が 対 照 課 題  ( 意 味 課 題 )  を 行 っ た

場 合 よ り も 短 い ， と 予 測 さ れ る 。  

 

方 法  

実 験 参 加 者  実 験 参 加 者 は 正 常 な 視 力  ( 矯 正 を 含

む )  を 持 つ 2 1 歳 か ら 2 4 歳 の 大 学 生 お よ び 大 学 院 生

1 4 名  ( 男 性 5 名 ， 女 性 9 名 ) 。 平 均 年 齢 は 2 2 . 6 歳 で

あ っ た 。 実 験 参 加 者 は 個 別 に 2 0 分 ほ ど の 実 験 に 参

加 し た 。  

実 験 装 置  刺 激 呈 示 と 実 験 参 加 者 の 反 応 の 記 録 に ，

パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ ， 1 5 イ ン チ の 液 晶 画 面 ，

キ ー ボ ー ド を 使 用 し た 。 実 験 用 プ ロ グ ラ ム は

M i c r o s o f t  V i s u a l  B a s i c  を 用 い て 作 成 し た 。  

材 料  青 木  ( 1 9 7 1 )  を 参 考 に 7 2 語 の 人 格 特 性 語  
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( 例 ： や さ し い ， ま じ め な ， な ど )  を 望 ま し さ が 偏 ら

な い よ う に 選 択 し た  ( 付 録 Ａ 参 照 ) 。 ま た ， 練 習 用 と

し て 本 試 行 用 と は 別 に 1 8 語 の 人 格 特 性 語 を 用 意 し

た 。  

課 題  先 行 課 題 ， 標 的 課 題 と も に ， 自 己 知 識 課 題 ，

社 会 的 評 価 課 題 ， 意 味 課 題 の 3 種 類 を 用 い た 。 自 己

知 識 課 題 で は ， 人 格 特 性 語 が 実 験 参 加 者 自 身 の 特 性

に 当 て は ま る か ど う か の 判 断 を 求 め た  ( あ な た に あ

て は ま り ま す か ？ ) 。 社 会 的 評 価 課 題 で は 人 格 特 性

語 の 示 す 性 質 が 社 会 一 般 に 望 ま し い と さ れ て い る 性

質 で あ る か ど う か の 判 断 を 求 め た  ( 一 般 的 に 望 ま し

い 性 質 で す か ? ) 。 意 味 課 題 で は 人 格 特 性 語 の 意 味 を

定 義 す る の が 難 し い か ど う か の 判 断 を 求 め た  ( 定 義

す る の が 難 し い で す か ? ) 。  

手 続 き  K l e i n  e t  a l .  ( 1 9 8 9 ) ， 堀 内  ( 1 9 9 9 )  を 参 考

に 行 っ た 。 実 験 は 7 2 試 行 か ら な り ， 途 中 で 2 回 の

休 憩 を 入 れ た 。 ど の 語 を ど の 条 件 に 割 り 当 て る か は

実 験 参 加 者 ご と に ラ ン ダ ム 化 し た 。 9 つ の 課 題 条 件  

( 先 行 課 題 3 × 標 的 課 題 3 )  の 実 施 順 序 は ラ ン ダ ム で あ

っ た 。  

各 試 行 で 2 つ の 課 題  ( 先 行 課 題 ， 標 的 課 題 )  を 行

っ た  ( 図 2 - 1 - 1 参 照 ) 。 各 試 行 で は ， ま ず 先 行 課 題 の

質 問 文 を 画 面 中 央 の や や 上 に 呈 示 し ， 1  0 0 0  m s 後 ，

質 問 文 の 下 に 刺 激 語 を 呈 示 し た 。 反 応 と し て Y e s と

N o に そ れ ぞ れ 割 り 当 て ら れ た キ ー  ( Y e s :  右 キ ー ，
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N o : 左 キ ー )  の ど ち ら か の ボ タ ン を 押 す こ と を 求 め

た 。 刺 激 語 の 呈 示 か ら 反 応 ま で の 時 間 を 記 録 し た 。

判 断 後 に 先 行 課 題 の 質 問 文 は 消 え ， 1  0 0 0  m s 後 に 刺

激 語 の 下 に 標 的 課 題 の 質 問 文 を 呈 示 し た 。 そ こ で 再

び 判 断 を 求 め た 。 標 的 課 題 の 呈 示 か ら 反 応 ま で の 時

間 を 記 録 し た 。 キ ー ボ ー ド の シ フ ト キ ー を 押 す こ と

で 次 の 試 行 に 移 っ た 。  

教 示 と し て ， 正 確 に か つ す み や か に 反 応 す る こ と ，

先 行 課 題 と 標 的 課 題 の 質 問 文 が 同 じ 場 合 で あ っ て も

あ え て 答 え を か え る 必 要 は な い こ と ， 次 に 呈 示 さ れ

る 質 問 文 を 予 測 し て 反 応 し た り ， 何 も 考 え ず に 反 応

し た り し な い こ と ， を 強 調 し た 。 本 試 行 を 行 う 前 に

1 8 試 行 の 練 習 を 行 っ た 。  

実 験 計 画  先 行 課 題 ( 3 ) × 標 的 課 題 ( 3 ) の 2 要 因 反 復

測 定 計 画 と し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 000 ms

あなたにあてはまりますか

1 000 ms

あなたにあてはまりますか やさしい

あなたにあてはまりますか

反応まで

やさしい

あなたにあてはまりますか

反応まで

やさしい

1 000 ms

やさしい

1 000 ms

やさしい

反応まで

(反応時間の記録 )

一般的に望ましい性質ですか

やさしい

反応まで

(反応時間の記録 )

一般的に望ましい性質ですか

標的課題

先行課題

 

図 2 . 1 . 1   研 究 1 - 1 に お け る 1 試 行 の 流 れ  
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結 果  

先 行 課 題 の 分 析  先 行 課 題 に 要 し た 平 均 反 応 時 間

を 求 め た  ( 表 2 . 1 . 1 ) 。 先 行 課 題 の 種 類 に よ る 1 要 因

の 分 散 分 析 の 結 果 ， 主 効 果 が 有 意 で あ っ た  

( F ( 2 , 2 6 ) = 2 3 . 7 8 ,  p < . 0 0 1 ) 。 B o n f e r r o n i 法 に よ る 多 重

比 較  ( 5 % 水 準 )  の 結 果 ， 意 味 課 題 の 反 応 時 間 が 自 己

知 識 課 題 と 社 会 的 評 価 課 題 の 反 応 時 間 よ り も 長 か っ

た 。  

 

 

 

 

 

 

 

標 的 課 題 の 分 析  標 的 課 題 に 要 し た 平 均 反 応 時 間

を 求 め た  ( 図 2 . 1 . 2 ) 。 先 行 課 題 の 種 類 ( 3 ) × 標 的 課 題

の 種 類 ( 3 ) の 2 要 因 分 散 分 析 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， 先

行 課 題 の 種 類 と 標 的 課 題 の 種 類 の 交 互 作 用   

( F ( 4 , 5 2 ) =  3 3 . 1 2 ,  p < . 0 0 0 1 )  が 認 め ら れ た 。 ど の 標 的

課 題 条 件 で も 先 行 課 題 条 件 の 単 純 主 効 果 が 有 意 で あ

っ た の で ， B o n f e r r o n i 法 に よ る 多 重 比 較  ( 5 ％ 水 準 )  

を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， 標 的 課 題 が 先 行 課 題 と 同 じ 課

題 で あ っ た 場 合 に は そ う で な い 場 合 よ り も 反 応 時 間

が 短 か っ た 。 ま た ， 標 的 課 題 が 社 会 的 評 価 課 題 で あ

表 2 . 1 . 1  

先 行 課 題 に お け る 平 均 反 応 時 間 ( m s ) と 標 準 偏 差  

 自 己 知 識  社 会 的 評 価  意 味  

M  1 3 4 6   1 4 1 0   1 7 5 6   

S D  3 1 1   3 6 4   4 3 4   
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っ た 場 合 ， 先 行 課 題 が 自 己 知 識 課 題 の と き の 方 が 意

味 課 題 の と き よ り も ， 反 応 時 間 が 短 か っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考 察  

研 究 1 - 1 の 目 的 は ， 課 題 促 進 パ ラ ダ イ ム を 用 い ，

社 会 的 評 価 仮 説 の 妥 当 性 に つ い て ， す な わ ち ， 自 己

知 識 の 活 性 化 の 際 に は 社 会 的 評 価 判 断 が な さ れ て い

る の か ， に つ い て 検 討 す る こ と で あ っ た 。 課 題 促 進

パ ラ ダ イ ム が 基 づ く 論 理 と 一 致 し て ， 標 的 課 題 が 先

行 課 題 と 同 じ 課 題 で あ っ た 場 合 に は そ う で な い 場 合

よ り も 反 応 時 間 が 短 か っ た 。 す な わ ち ， 先 行 課 題 の
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図 2 . 1 . 2  各 標 的 課 題 に お け る 先 行 課 題 別

の 平 均 反 応 時 間 と 標 準 誤 差 。 * は
p < . 0 5 で 有 意 差 が み ら れ た 部 分 。  
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遂 行 に よ っ て ， 標 的 課 題 に 関 連 し た 情 報 が 処 理 さ れ

た 場 合 に は 標 的 課 題 の 処 理 時 間 が 短 く な っ て い た 。  

ま た ， 社 会 的 評 価 仮 説 の 主 張 と 一 致 し て ， 標 的 課

題 で 社 会 的 評 価 課 題 を 行 っ た 場 合 ， 先 行 課 題 で 自 己

知 識 課 題 を 行 っ た と き の 方 が 意 味 課 題 を 行 っ た と き

よ り も ， 反 応 時 間 が 短 か っ た 。 こ の こ と か ら ， 自 己

知 識 の 活 性 化 の 際 に は 社 会 的 評 価 判 断 が な さ れ て い

る こ と が 示 さ れ た 。  

 

② 他 者 知 識 と 社 会 的 評 価 判 断 の 関 連  ( 研 究 1 - 2 )  

 

研 究 1 - 1 で は ， 自 己 知 識 の 活 性 化 の 際 に 社 会 的 評

価 判 断 が な さ れ る と い う 自 己 知 識 の 性 質 が 示 さ れ た 。

で は ， そ の 性 質 は 自 己 知 識 に 固 有 の 性 質 な の で あ ろ

う か 。 そ れ と も ， 人 に 関 す る 知 識 に 一 般 的 な 性 質 な

の で あ ろ う か 。 そ の こ と を 確 か め る た め に 研 究 1 - 2

で は ， 研 究 1 - 1 の 自 己 知 識 課 題 を 他 者 知 識 課 題  ( 知

人 に あ て は ま り ま す か )  に 置 き 換 え ， 他 者 知 識 の 活

性 化 の 際 に も 自 己 知 識 の 場 合 と 同 様 に ， 社 会 的 評 価

判 断 が な さ れ て い る の か を 検 討 し た 。  

 

方 法  

実 験 参 加 者  実 験 参 加 者 は 正 常 な 視 力  ( 矯 正 を 含

む )  を 持 つ 2 0 歳 か ら 2 4 歳 の 大 学 生 お よ び 大 学 院 生

1 4 名  ( 男 性 7 名 ， 女 性 7 名 ) 。 平 均 年 齢 は 2 2 . 4 歳 で
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あ っ た 。 実 験 参 加 者 は 個 別 に 2 0 分 ほ ど の 実 験 に 参

加 し た 。  

実 験 装 置  研 究 1 - 1 と 同 様 で あ っ た 。  

材 料  研 究 1 - 1 と 同 様 で あ っ た 。  

課 題  先 行 課 題 ， 標 的 課 題 と も に ， 他 者 知 識 課 題 ，

社 会 的 評 価 課 題 ， 意 味 課 題 の 3 種 類 を 用 い た 。 他 者

知 識 課 題 で は ， 実 験 を 始 め る 前 に 同 性 の 知 人 を 一 人

想 定 し て も ら い ， 人 格 特 性 語 の 示 す 性 質 が そ の 特 定

の 知 人 に 当 て は ま る か ど う か の 判 断 を 求 め た  ( 知 人

に あ て は ま り ま す か ? ) 。 社 会 的 評 価 課 題 と 意 味 課 題

は 研 究 1 - 1 と 同 様 で あ っ た 。  

手 続 き  研 究 1 - 1 と 同 様 で あ っ た 。  

実 験 計 画  研 究 1 - 1 と 同 様 ， 先 行 課 題 ( 3 ) × 標 的 課

題 ( 3 ) の 2 要 因 反 復 測 定 計 画 と し た 。  

 

結 果  

先 行 課 題 の 分 析  先 行 課 題 に 要 し た 平 均 反 応 時 間

を 求 め た  ( 表 2 . 1 . 2 ) 。 先 行 課 題 の 種 類 に よ る 1 要 因

の 分 散 分 析 の 結 果 ， 主 効 果 が 有 意 で あ っ た  

( F ( 2 , 2 6 ) = 1 8 . 6 1 ,  p < . 0 0 1 ) 。 B o n f e r r o n i 法 に よ る 多 重

比 較  ( 5 % 水 準 )  の 結 果 ， 意 味 課 題 の 反 応 時 間 が 自 己

知 識 課 題 と 社 会 的 評 価 課 題 の 反 応 時 間 よ り も 長 か っ

た 。  

標 的 課 題 の 分 析  標 的 課 題 に 要 し た 平 均 反 応 時 間

を 求 め た  ( 図 2 . 1 . 3 ) 。 先 行 課 題 の 種 類 ( 3 ) × 標 的 課 題  
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の 種 類 ( 3 ) の 2 要 因 分 散 分 析 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， 先

行 課 題 の 種 類 と 標 的 課 題 の 種 類 の 交 互 作 用  

( F ( 4 , 5 2 ) =  3 9 . 1 5 ,  p < . 0 0 0 1 )  が 認 め ら れ た 。 ど の 標 的

課 題 条 件 で も 先 行 課 題 条 件 の 単 純 主 効 果 が 有 意 で あ

っ た の で ， B o n f e r r o n i 法 に よ る 多 重 比 較  ( 5 ％ 水 準 )  

を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， 標 的 課 題 が 先 行 課 題 と 同 じ 課

題 で あ っ た 場 合 に は そ う で な い 場 合 よ り も 反 応 時 間

が 短 か っ た 。 し か し ， 他 者 知 識 課 題 後 の 社 会 的 評 価

課 題 に お け る 反 応 時 間 が 意 味 課 題 後 の 社 会 的 評 価 課

題 に お け る 反 応 時 間 よ り も 短 く な る と う 結 果 は 見 ら

れ な か っ た 。  

 

考 察  

研 究 1 - 2 の 目 的 は ， 他 者 知 識 の 活 性 化 の 際 に も 社 会

的 評 価 判 断 が な さ れ て い る の か を 検 討 す る こ と で あ

っ た 。 研 究 1 - 1 の 場 合 と 同 様 に ， 課 題 促 進 パ ラ ダ イ

ム が 基 づ く 論 理 と 一 致 し て ， 標 的 課 題 が 先 行 課 題 と

同 じ 課 題 で あ っ た 場 合 に は そ う で な い 場 合 よ り も 反  

表 2 . 1 . 2  

先 行 課 題 に お け る 平 均 反 応 時 間 ( m s ) と 標 準 偏 差  

 他 者 知 識  社 会 的 評 価  意 味  

M  1 4 9 8   1 4 8 1   1 9 0 8   

S D  5 4 6   5 1 5   6 0 3   

 



 
 

 29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応 時 間 が 短 か っ た 。 す な わ ち ， 先 行 課 題 の 遂 行 に よ

っ て ， 標 的 課 題 に 関 連 し た 情 報 が 処 理 さ れ た 場 合 に

は 標 的 課 題 の 処 理 時 間 が 短 く な っ て い た 。  

し か し ， 標 的 課 題 で 社 会 的 評 価 課 題 を 行 っ た 場 合 ，

先 行 課 題 で 他 者 知 識 課 題 を 行 っ た と き と 意 味 課 題 を

行 っ た と き と で ， 反 応 時 間 に 違 い は 見 ら れ な か っ た 。

す な わ ち ， 他 者 知 識 の 活 性 化 で は ， 自 己 知 識 の 活 性

化 の 場 合 の よ う に 社 会 的 評 価 判 断 が な さ れ て は い な

か っ た 。 こ の こ と か ら 研 究 1 - 1 で み ら れ た 社 会 的 評

価 判 断 と の 関 連 は ， 人 に 関 す る 知 識 に 一 般 的 な も の

で は な く ， 自 己 知 識 の 性 質 で あ る と 考 え ら れ る 。  
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図 2 . 1 . 3 各 標 的 課 題 に お け る 先 行 課 題 別 の

平 均 反 応 時 間 と 標 準 誤 差 。 * は
p < . 0 5 で 有 意 差 が み ら れ た 部 分 。  
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 2 ) f M R I を 用 い た 検 討  ( 研 究 2 )  

 

研 究 1 に お い て ， 自 己 知 識 の 活 性 化 の 際 に は 社 会

的 評 価 判 断 が な さ れ て い る こ と が 示 さ れ た 。 ま た ，

社 会 的 評 価 判 断 で は な い が ， 自 分 の 基 準 に 基 づ く 評

価 判 断  ( e . g . ,  I  l i k e  L e i p z i g )  の 遂 行 中 に ， 内 側 前

頭 前 皮 質 ( ブ ロ ー ド マ ン 脳 地 図 の 8 野 ， 9 野 ， 1 0 野

の 内 側 部 と ， 3 2 野 の 前 下 部 ； 第 1 章 第 1 節 の 図

1 . 1 . 2 参 照 ) の 活 動 が 増 加 す る こ と が 見 出 さ れ て い る  

( Z y s s e t ,  H u b e r ,  F e r s t l ,  &  v o n  C r a m o n ,  2 0 0 2 ) 。 こ れ

ら の こ と か ら ， 自 己 知 識 の 活 性 化 に 伴 う 内 側 前 頭 前

皮 質 の 活 動 増 加 は ， 社 会 的 評 価 判 断 を 反 映 し た も の

で あ る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。  

そ こ で 研 究 2 で は ， 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 が

自 己 知 識 の 活 性 化 そ の も の に よ る の か ， そ れ に 伴 う

社 会 的 評 価 判 断 に よ る の か ， あ る い は 両 者 と も 脳 の

同 じ 部 位 の 活 動 増 加 を も た ら す の か に つ い て f M R I

を 用 い て 検 討 し た 。  

 

方 法  

実 験 参 加 者  実 験 参 加 者 は 正 常 な 視 力  ( 矯 正 を 含

む )  を 持 つ 2 0 歳 か ら 2 5 歳 の 大 学 生 お よ び 大 学 院 生

1 2 名  ( 男 性 6 名 ， 女 性 6 名 ) 。 平 均 年 齢 は 2 3 . 3 歳 で

あ っ た 。 実 験 参 加 前 に イ ン フ ォ ー ム ド ・ コ ン セ ン ト

を 得 た 。 実 験 参 加 者 は 個 別 に 4 0 分 ほ ど の 実 験 に 参
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加 し た 。  

材 料  青 木  ( 1 9 7 1 )  を 参 考 に 1 2 0 語 の 人 格 特 性 語

を 選 択 し た  ( 付 録 B 参 照 ) 。 語 長 や 望 ま し さ が 偏 ら

な い よ う に 4 つ の 刺 激 リ ス ト を 作 成 し ， 実 験 参 加 者

ご と に 各 課 題 へ ラ ン ダ ム に 割 り 当 て た 。  

課 題  自 己 知 識 課 題 ， 他 者 知 識 課 題 ， 社 会 的 評 価

課 題 ， 仮 名 課 題 の 4 種 類 を 用 い た 。 自 己 知 識 課 題 で

は ， 研 究 1 - 1  と 同 様 ， 人 格 特 性 語 が 実 験 参 加 者 自 身

の 特 性 に 当 て は ま る か ど う か の 判 断 を 求 め た  ( あ な

た に あ て は ま り ま す か ？ ) 。 他 者 知 識 課 題 で は ， 研

究 1 - 2 と 同 様 ， 実 験 を 始 め る 前 に 同 性 の 知 人 を 一 人

想 定 し て も ら い ， 人 格 特 性 語 の 示 す 性 質 が そ の 特 定

の 知 人 に 当 て は ま る か ど う か の 判 断 を 求 め た  ( 知 人

に あ て は ま り ま す か ? ) 。 社 会 的 評 価 課 題 で は ， 研 究

1 - 1 ， 1 - 2 と 同 様 ， 人 格 特 性 語 の 示 す 性 質 が 社 会 一 般

に 望 ま し い と さ れ て い る 性 質 で あ る か ど う か の 判 断

を 求 め た  ( 一 般 的 に 望 ま し い 性 質 で す か ? ) 。 仮 名 課

題 で は ， 呈 示 さ れ た 語 の ひ ら が な で の 文 字 数 が 5 文

字 以 上 か 4 文 字 以 下 か に つ い て の 判 断 を 求 め た  ( ひ

ら が な で 5 文 字 以 上 で す か ？ ) 。 そ の 際 ， “ ょ ” な

ど の 小 文 字 も 1 字 と 数 え る こ と と し た 。  

手 続 き  図 2 . 1 . 4 に 手 続 き の 概 略 を 示 し た 。 ま ず ，

実 験 参 加 者 は f M R I の ス キ ャ ナ の 中 で 4 つ の 課 題 を

行 っ た 。 1 課 題 1 5 試 行 を 1 ブ ロ ッ ク と し た 。 課 題 は

4 種 類 あ る た め ， 実 験 は 4 種 類 の ブ ロ ッ ク か ら な っ
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て い た 。 4 種 類 の ブ ロ ッ ク は A B C D D C B A と い う 順 番

で 実 施 し た 。 課 題 の 実 施 順 序 は 実 験 参 加 者 間 で カ ウ

ン タ ー バ ラ ン ス を と っ た 。 実 験 は 全 部 で 1 2 0 試 行 か

ら な っ て い た 。 各 課 題 は 3 0 試 行 ず つ で あ っ た 。 各

試 行 で は ， ま ず 課 題 の 質 問 文 を 画 面 中 央 の や や 上 に

呈 示 し ， 2  0 0 0  m s 後 ， 質 問 文 の 下 に 刺 激 語 を 呈 示 し

た  ( 図 2 . 1 . 4 ) 。 そ の 質 問 文 と 刺 激 語 は 2  5 0 0  m s 間 呈

示 さ れ ， 次 の 試 行 は そ の 5 0 0  m s 後 に 始 ま っ た 。 反

応 と し て Y e s と N o に そ れ ぞ れ 割 り 当 て ら れ た ボ タ

ン  ( Y e s :  右 手 の ボ タ ン ， N o : 左 手 の ボ タ ン )  の ど ち

ら か の ボ タ ン を 押 す こ と を 求 め た 。  
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図 2 . 1 . 4  研 究 2 に お け る 手 続 き の 概 略  
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全 ブ ロ ッ ク 終 了 か ら 1 0 分 後 に ， f M R I ス キ ャ ナ の

外 で 偶 発 記 憶 の 自 由 再 生 課 題 を 行 っ た 。 5 分 以 内 に

課 題 実 施 時 に 呈 示 さ れ た 刺 激 語 を 思 い 出 せ る 限 り 書

く よ う に 教 示 し た 。  

実 験 装 置 と デ ー タ の 取 得  脳 画 像 の 撮 像 に は

S i e m e n s / S y m p h o n y  1 . 5  T  M R I  s c a n n e r を 用 い た 。 視

覚 刺 激 は パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 制 御 し ，

プ ロ ジ ェ ク タ ー を 通 し て 実 験 参 加 者 の 足 下 の 非 磁 性

透 過 型 ス ク リ ー ン 上 に 投 射 し た 。 実 験 参 加 者 に は 眼

前 の 傾 斜 鏡 に 反 射 さ せ て 呈 示 し た 。 反 応 の 取 り 込 み

に は 光 ケ ー ブ ル で パ ソ コ ン と 接 続 し た 非 磁 性 体 ス イ

ッ チ を 用 い た 。 実 験 参 加 者 の 頭 の 動 き を 抑 え る た め

に ， 実 験 参 加 者 の 前 額 部 お よ び 下 顎 を テ ー プ と ク ッ

シ ョ ン を 用 い 固 定 し た 。 f M R I ス キ ャ ナ が 絶 え ず 大

き な 音 を 発 生 す る た め ， 実 験 参 加 者 に ヘ ッ ド ホ ン を

装 着 し た 。  

全 脳 の 機 能 画 像 を シ ン グ ル シ ョ ッ ト E P I  ( e c h o  

p l a n a r  i m a g i n g )  に よ り 撮 像 し た 。 撮 像 パ ラ メ ー タ は

以 下 の 通 り で あ っ た ： T E  ( e c h o  t i m e )  =  6 0  m s ， T R  

( r e p e t i t i o n  t i m e )  =  4  4 0 0  m s ， f l i p  a n g l e  =  9 0  d e g r e e ，

a c q u i s i t i o n  m a t r i x  =  6 4  x  6 4  v o x e l s ， F O V  ( f i e l d  o f  

v i e w )  =  1 9 2  m m 。 全 脳 を カ バ ー す る 4 0 ス ラ イ ス を ス

ラ イ ス 厚 3 m m ， ス ラ イ ス ギ ャ ッ プ 0 m m で 撮 像 し た 。

実 験 セ ッ シ ョ ン 終 了 後 に 構 造 画 像  ( T 1 強 調 画 像 )  を

撮 像 し た 。  
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 デ ー タ 解 析  測 定 デ ー タ は M A T L A B 上 で 作 動 す る 統

計 解 析 ソ フ ト ウ ェ ア S P M 9 9  ( W e l l c o m e  D e p a r t m e n t  o f  

C o g n i t i v e  N e u r o l o g y ,  L o n d o n ,  U K )  を 用 い て 解 析 し

た 1 。 前 処 理 と し て ， 実 験 参 加 者 の 体 動 に よ る 位 置

補 正 ， 各 実 験 参 加 者 の 脳 の 解 剖 学 的 標 準 化 ， さ ら に

8 m m の ガ ウ シ ア ン ・ フ ィ ル タ ー に よ る ， 空 間 的 平 滑

化 を 行 っ た 。  

個 人 ご と の 解 析 と し て f i x e d  e f f e c t s  m o d e l を 適 用

し て ， 比 較 条 件 間 の コ ン ト ラ ス ト を 作 成 し ， ボ ク セ

ル ご と の 検 定 に 基 づ く 賦 活 マ ッ プ を 作 成 し た 。 そ の

後 ， 全 実 験 参 加 者 に つ い て r a n d o m  e f f e c t s  a n a l y s i s

に よ り ， 賦 活 マ ッ プ を 作 成 し た 。 そ の 際 ， Z ス コ ア

の 最 小 値 は 3 . 5 0 ， p = . 0 0 0 5  ( u n c o r r e c t e d ) ， 最 小 ク ラ

ス タ ー サ イ ズ は 1 5 ボ ク セ ル と し た 。   

 

結 果  

 行 動 指 標  表 1 に 各 課 題 条 件 に お け る 平 均 再 生 率  

 

 

 

 

 

 

 

 

1 研 究 2 の デ ー タ を 論 文 に し て 投 稿 し た 際 ， 1 人 の

査 読 者 か ら S P M の 新 し い バ ー ジ ョ ン で あ る S P M 2

に よ る 再 分 析 を 行 う よ う に と の 要 請 が あ っ た 。 博 士

論 文 に お け る 議 論 の 展 開 に は 大 き な 変 更 は な か っ た

の で ， こ こ で は S P M 9 9 に よ る 分 析 結 果 を 示 す 。

S P M 2 に よ る 分 析 手 順 ， 結 果 と そ の 考 察 に つ い て は

付 録 C に 示 し た 。  
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と 標 準 偏 差 を 示 し た 。 1 要 因 の 分 散 分 析 を 行 っ た と

こ ろ ， 主 効 果 が 認 め ら れ た  ( F ( 3 ,  3 3 )  =  1 2 . 6 6 ,  

p < . 0 0 0 1 ) 。 B o n f e r r o n i 法 に よ る 多 重 比 較 の 結 果 ， 自

己 知 識 課 題 に お け る 再 生 率 が 他 者 知 識 課 題 ， 社 会 的

評 価 課 題 ， 仮 名 課 題 に お け る 再 生 率 よ り も 有 意 に 高

か っ た  ( p < . 0 5 ) 。 ま た ， 他 者 知 識 課 題 と 社 会 的 評 価

課 題 に お け る 再 生 率 は 仮 名 課 題 に お け る そ れ よ り も

有 意 に 高 か っ た  ( p < . 0 5 ) 。  

 

 

 

 

 

 f M R I の 結 果  自 己 知 識 課 題  ( 図 2 . 1 . 5 ， 表 2 . 1 . 4 ) ，

他 者 知 識 課 題  ( 図 2 . 1 . 6 ， 表 2 . 1 . 5 ) ， 社 会 的 評 価 課 題  

( 図 2 . 1 . 7 ， 表 2 . 1 . 6 ) ， そ れ ぞ れ の 条 件 に お い て ， 仮

名 課 題 よ り も 活 動 が 増 加 し た 脳 部 位 を 算 出 し た 。 自

己 知 識 課 題 に お い て 広 範 な 内 側 前 頭 前 皮 質  ( B A 9 ,  

1 0 )  の 活 動 増 加 が 認 め ら れ た  ( 図 2 . 1 . 5 ， 表 2 . 1 . 4 ) 。

他 者 知 識 課 題 に お い て も 内 側 前 頭 前 皮 質  ( B A 1 0 ,  1 1 ,  

3 2 )  の 活 動 は 認 め ら れ た が  ( 図 2 . 1 . 6 ， 表 2 . 1 . 5 ) ， そ

の 活 動 部 位 は 自 己 知 識 課 題 の 場 合 よ り も 限 ら れ た も

の で あ っ た 。 社 会 的 評 価 課 題 で は 仮 名 課 題 と 比 較 し

た 場 合 に 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 は み ら れ な か っ

た  ( 図 2 . 1 . 7 ， 表 2 . 1 . 6 ) 。  

表 2 . 1 . 3  各 課 題 に お け る 平 均 再 生 率 と 標 準 偏 差  

  自 己 知 識  他 者 知 識  社 会 的 評 価  仮 名  

M  0 . 1 8  0 . 1 0  0 . 1 2  0 . 0 4  

S D  0 . 0 8  0 . 0 5  0 . 0 6  0 . 0 5  
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表 2 . 1 . 4  自 己 知 識 課 題 に お い て 仮 名 課 題 よ り も 活

動 増 加 が 認 め ら れ た 部 位 。 B A は ブ ロ ー ド

マ ン エ リ ア ， 座 標 は タ ラ イ ラ ッ ク の 座 標

を 示 し て い る 。  
  同 一 ク ラ ス ター に    座 標    
脳 部 位  含 まれ るボク セル数  半 球  x  y  z  Z  値  
内 側        
上 前 頭 回 ( B A 9 , 1 0 )  1 3 2 3  左  - 1 6  5 2  3 2  5 . 5 0  
帯 状 回 ( B A 2 4 )  8 4  左  - 2  - 1 4  3 8  4 . 0 7  
海 馬 傍 回 ( B A 3 5 )  3 9  左  - 2 2  - 2 8  - 1 2  3 . 7 4  
後 部 帯 状 回 ( B A 2 3 )  8 2  左  - 6  - 4 9  2 3  3 . 9 0  
楔 部 ( B A 1 8 )  2 0  右  1 0  - 9 0  2 1  4 . 0 3  
外 側        
下 前 頭 回 ( B A 4 7 )  3 5 1  左  - 4 4  2 9  - 1 2  4 . 8 0  

( B A 4 7 )  4 1  右  3 0  1 6  - 2 1  4 . 2 2  
上 側 頭 回 ( B A 3 8 )  8 3  左  - 4 8  1 2  - 2 9  4 . 4 1  

( B A 4 2 )  2 4  右  5 5  - 3 0  1 4  4 . 0 2  
中 側 頭 回 ( B A 2 1 )  5 2  左  - 5 7  - 1  - 1 5  4 . 1 5  

( B A 2 1 )  1 6  左  - 6 1  - 3 9  2  3 . 7 7  

 

 

 

 

図 2 . 1 . 5  自 己 知 識 課 題 に お い て 仮 名 課 題 よ り

も 活 動 増 加 が 認 め ら れ た 部 位  
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表 2 . 1 . 5  他 者 知 識 課 題 に お い て 仮 名 課 題 よ り も 活

動 増 加 が 認 め ら れ た 部 位 。 B A は ブ ロ ー ド

マ ン エ リ ア ， 座 標 は タ ラ イ ラ ッ ク の 座 標

を 示 し て い る 。  
  同 一 ク ラ ス ター に    座 標    
脳 部 位  含 まれ るボク セル数  半 球  x  y  z  Z  値  
内 側        
内 側 前 頭 回 ( B A 1 0 )  2 2 2  右  4  6 1  1 7  4 . 2 9  
眼 窩 回  ( B A 1 1 )  2 6  左  - 2  3 8  - 1 9  4 . 0 9  
前 部 帯 状 回 ( B A 3 2 )  2 4  右  4  3 3  - 3  3 . 6 6  
鉤  ( B A 2 8 )  1 8  右  2 0  - 5  - 2 3  3 . 8 6  
海 馬 傍 回 ( B A 3 5 )  1 8  左  - 1 8  - 3 4  - 1 0  3 . 8 4  
帯 状 回 ( B A 3 1 )  7 0 4  右  2  - 5 7  2 9  5 . 3 1  
楔 部 ( B A 1 8 ,  1 9 )  2 2  右  2  - 9 5  8  3 . 8 6  
外 側        
中 心 前 回 ( B A 6 )  3 6  右  5 7  1  2 8  4 . 5 3  
下 前 頭 回 ( B A 4 7 )  4 2  左  - 4 6  2 5  - 6  3 . 7 5  
中 側 頭 回 ( B A 2 1 )  4 2 4  左  - 5 3  - 7  - 1 6  4 . 5 6  

( B A 3 9 )  1 1 5  右  5 5  - 6 3  2 5  4 . 6 7  
中 心 後 回 ( B A 3 )  3 1  右  5 7  - 1 1  4 5  4 . 6 0  
上 側 頭 回 ( B A 2 1 )  2 0  左  - 5 7  - 2 1  - 1  4 . 6 1  
下 頭 頂 小 葉  ( B A 4 0 )  2 0  右  6 3  - 3 4  2 7  4 . 3 4  
楔 前 部 ( B A 1 9 )  5 2 2  左  - 4 0  - 7 6  3 5  5 . 2 0  
皮 質 下        
被 殻  2 5  左  - 2 4  0  9  3 . 8 5  

 

 

 

 図 2 . 1 . 6  他 者 知 識 課 題 に お い て 仮 名 課 題 よ り

も 活 動 増 加 が 認 め ら れ た 部 位  
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表 2 . 1 . 6  社 会 的 評 価 課 題 に お い て 仮 名 課 題 よ り も

活 動 増 加 が 認 め ら れ た 部 位 。 B A は ブ ロ ー

ド マ ン エ リ ア ， 座 標 は タ ラ イ ラ ッ ク の 座

標 を 示 し て い る 。  
 同 一 ク ラ ス ター に    座 標    

脳 部 位  含 まれ るボク セル数  半 球  x  y  z  Z  値  
内 側        
内 側 前 頭 回 ( B A 6 )  1 8 1  右  2  - 9  6 1  4 . 6 5  
鉤 ( B A 2 0 ,  2 8 )  1 9  左  - 2 2  - 9  - 3 0  3 . 6 7  
海 馬 傍 回 ( B A 3 4 ,  3 5 )  3 8  右  2 4  - 2 8  - 1 4  4 . 5 9  
帯 状 回 ( B A 3 1 )  4 1  左  - 4  - 5 5  2 9  3 . 8 9  
楔 部 ( B A 1 7 )  2 3  左  - 2  - 8 1  1 1  4 . 2 1  

( B A 1 9 )  5 3  右  1 0  - 8 6  3 4  4 . 1 5  
外 側        
中 心 前 回 ( B A 4 ,  6 )  2 2  右  5 9  1  2 2  4 . 1 1  
上 側 頭 回 ( B A 4 2 )  6 7  右  5 5  - 2 8  1 6  4 . 0 2  
中 側 頭 回 ( B A 3 9 )  1 8  右  5 7  - 6 0  9  3 . 8 8  

 

 

 

 

図 2 . 1 . 7  社 会 的 評 価 課 題 に お い て 仮 名 課 題 よ

り も 活 動 増 加 が 認 め ら れ た 部 位  
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表 2 . 1 . 7  自 己 知 識 課 題 に お い て 社 会 的 評 価 課 題 よ

り も 活 動 増 加 が 認 め ら れ た 部 位 。 B A は ブ

ロ ー ド マ ン エ リ ア ， 座 標 は タ ラ イ ラ ッ ク

の 座 標 を 示 し て い る 。  
  同 一 ク ラ ス ター に    座 標    
脳 部 位  含 まれ るボク セル数  半 球  x  y  z  Z  値  
内 側        
 上 前 頭 回  ( B A 1 0 )  1 8  右  8  6 0  2 5  3 . 6 2  
 前 部 帯 状 回 ( B A 3 2 )  4 5 3  右  8  3 8  1 5  4 . 4 1  
 上 前 頭 回 ( B A 8 )  1 9  左  - 4  3 2  5 0  3 . 6 8  
外 側        
 下 前 頭 回 ( B A 4 7 )  3 3  左  - 5 5  2 3  - 1  4 . 6 9  
皮 質 下        
 視 床  2 6 5  左  - 8  - 4  8  5 . 5 6  
 

 

 

 

図 2 . 1 . 8  自 己 知 識 課 題 に お い て 社 会 的 評 価 課

題 よ り も 活 動 増 加 が 認 め ら れ た 部 位  
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図 2 . 1 . 8 と 表 2 . 1 . 7 に は ， 自 己 知 識 課 題 に お い て

社 会 的 評 価 課 題 よ り も 活 動 が 増 加 し た 脳 部 位 を 示 し

た 。 自 己 知 識 課 題 に お い て 社 会 的 評 価 課 題 よ り も 強

く 内 側 前 頭 前 皮 質  ( B A 8 ,  1 0 ,  3 2 )  が 活 動 し て い た 。  

表 2 . 1 . 8  自 己 知 識 課 題 に お い て 他 者 知 識 課 題 よ り

も 活 動 増 加 が 認 め ら れ た 部 位 。 B A は ブ ロ

ー ド マ ン エ リ ア ， 座 標 は タ ラ イ ラ ッ ク の

座 標 を 示 し て い る 。  
  同 一 ク ラ ス ター に    座 標    
脳 部 位  含 まれ るボク セル数  半 球  x  y  z  Z  値  
外 側        
下 頭 頂 小 葉  ( B A  4 0 )  2 2  左  - 5 7  - 4 2  2 4  5 . 6 5  

 

 

 

 
図 2 . 1 . 9  自 己 知 識 課 題 に お い て 他 者 知 識 課 題

よ り も 活 動 増 加 が 認 め ら れ た 部 位  
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 図 2 . 1 . 9 と 表 2 . 1 . 8 に は 自 己 知 識 課 題 に お い て 他

者 知 識 課 題 よ り も 活 動 が 増 加 し た 脳 部 位 を 示 し た 。

内 側 前 頭 前 皮 質 に は 差 が 見 ら れ な か っ た 。  

 

考 察  

研 究 2 の 目 的 は ， 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 が 自

己 知 識 の 活 性 化 そ の も の に よ る の か ， そ れ に 伴 う 社

会 的 評 価 判 断 に よ る の か ， あ る い は 両 者 と も 脳 の 同

じ 部 位 の 活 動 増 加 を も た ら す の か に つ い て f M R I を

用 い て 調 べ る こ と で あ っ た 。 仮 名 課 題 を 対 照 課 題 と

し た 場 合 ， 自 己 知 識 課 題 で は 内 側 前 頭 前 皮 質 に 広 範

な 活 動 の 増 加 が 認 め ら れ た 。 し か し ， 社 会 的 評 価 判

断 で は 内 側 前 頭 前 皮 質 に 活 動 増 加 は み ら れ な か っ た 。

ま た ， 社 会 的 評 価 課 題 を 自 己 知 識 課 題 の 対 照 課 題 と

し た 比 較 に お い て も ， 内 側 前 頭 前 皮 質 に 活 動 増 加 が

認 め ら れ た 。  

こ れ ら の 結 果 か ら ， 自 己 知 識 の 活 性 化 の 際 に は 社

会 的 評 価 判 断 が な さ れ て い る  ( 研 究 1 )  が ， 自 己 知

識 の 活 性 化 に 伴 う 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 が 社 会

的 評 価 判 断 に よ る も の で あ る と は 考 え に く い 。 こ の

こ と か ら ， Z y s s e t  e t  a l .  ( 2 0 0 2 )  の 評 価 判 断 で 内 側 前

頭 前 皮 質 に 活 動 増 加 が み と め ら れ た の は ， 社 会 的 評

価 判 断 で は な く ， 自 己 の 感 情 状 態 に つ い て の 評 価 課

題 ， す な わ ち 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 で あ っ た た め で

あ る 可 能 性 が あ る 。  
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一 方 ， 自 己 知 識 課 題 に お け る 脳 活 動 を ， 他 者 知 識

課 題 を 対 照 条 件 と し て 比 較 し た と こ ろ ， 内 側 前 頭 前

皮 質 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た 。 こ の 結 果 は ，

内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 が 自 己 知 識 の 活 性 化 の 場 合 の

み に 反 応 し て い る わ け で は な い 可 能 性 を 示 し て い る 。

し か し ， K e l l e y  e t  a l .  ( 2 0 0 2 )  の 研 究 で は 同 様 の 比 較

に お い て ， 自 己 知 識 課 題 の 方 が 他 者 知 識 課 題 よ り も

内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 が 増 加 し て い る こ と を 示 し て

い た 。  

で は ， 今 回 の 結 果 と K e l l e y  e t  a l .  ( 2 0 0 2 )  の 結 果

の 違 い の 原 因 は 何 で あ ろ う か 。 一 つ の 可 能 性 と し て

考 え ら れ る の は 他 者 知 識 課 題 の 違 い で あ る 。 本 研 究

で は 知 人 に つ い て の 判 断 を 求 め た の に 対 し ， K e l l e y  

e t  a l .  ( 2 0 0 2 )  で は 大 統 領 に つ い て の 判 断 を 求 め て い

た 。 K e e n a n  &  B a i l l e t  ( 1 9 8 0 )  は ， 親 密 度 が 高 い 他 者

に つ い て 判 断 し た 記 銘 語 ほ ど 再 認 成 績 が 良 く ， 自 己

関 連 づ け 効 果 に 近 づ い て い く こ と を 示 し て い る 。 こ

の こ と か ら ， 親 密 な 他 者 に つ い て の 判 断 ほ ど ， 自 己

に つ い て の 判 断 の 場 合 と 類 似 し た 処 理 が な さ れ る と

考 え ら れ て い る 。 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 と い う

現 象 に つ い て も ， 比 較 的 親 密 な 他 者 に つ い て の 判 断

を し た 場 合 の 方 が そ う で な い 場 合 よ り も ， 自 己 知 識

課 題 の 場 合 の よ う に 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 が 認

め ら れ る 可 能 性 が あ る 。 本 研 究 で は 日 常 的 に 接 し た

こ と の あ る 知 人 に つ い て の 判 断 を 求 め た た め ，
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K e l l e y  e t  a l .  ( 2 0 0 2 )  に お け る 大 統 領 に つ い て の 判 断

の 場 合 よ り も 内 側 前 頭 前 皮 質 に 活 動 増 加 が 認 め ら れ ，

そ の た め に 自 己 知 識 課 題 と 他 者 知 識 課 題 と の 差 が 見

ら れ な か っ た と 考 え ら れ る 。 こ の 結 果 に つ い て の さ

ら な る 考 察 に つ い て は ， 第 3 章 総 合 考 察 に お い て 述

べ る 。  

ま た ， 本 研 究 の 目 的 と は 直 接 関 係 し な い が ， 行 動

指 標 に お い て ， 自 己 関 連 づ け 効 果 が 認 め ら れ ， ま た ，

社 会 的 評 価 判 断 に よ る 再 生 成 績 は 自 己 知 識 課 題 に お

け る そ れ よ り も 低 か っ た 。 こ れ は ， F e r g u s o n  e t  a l .  

( 1 9 8 3 )  や 岡 田  ( 1 9 9 7 )  で は な く M c C a u l  &  M a k i   

( 1 9 8 4 )  と 一 致 す る 結 果 で あ る 。 研 究 1 で は

F e r g u s o n  e t  a l .  ( 1 9 8 3 )  が 主 張 し て い た よ う に ， 自 己

知 識 の 活 性 化 の 際 に 社 会 的 評 価 判 断 が な さ れ て い る

と い う 証 拠 が 認 め ら れ た も の の ， 研 究 2 か ら ，

M c C a u l  &  M a k i  ( 1 9 8 4 )  が 主 張 し て い た よ う に ， 社 会

的 評 価 判 断 だ け で は 自 己 関 連 づ け 効 果 の 生 起 理 由 を

説 明 す る こ と は で き な い と い え よ う 。  
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第 2 節  自 己 モ ニ タ リ ン グ と の 関 連  
 

1 ) f M R I を 用 い た 検 討  ( 研 究 3 )  

 

第 2 章 第 1 節 で は ， 社 会 的 評 価 仮 説 に つ い て の 検

討 を 行 っ た 。 第 2 節 で は 自 己 モ ニ タ リ ン グ 仮 説 に つ

い て の 検 討 を 行 う 。  

第 1 章 第 2 節 で も 述 べ た よ う に ， 自 己 モ ニ タ リ ン

グ 仮 説 で は ， 自 己 知 識 の 活 性 化 の 際 に 自 己 モ ニ タ リ

ン グ が な さ れ て い る と 仮 定 し て い る 。 そ の 主 張 の 根

拠 と さ れ て い た の は ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ を 要 す る よ

う な 課 題 を 実 験 参 加 者 に 課 し た 場 合 で も ， 自 己 知 識

課 題 の 場 合 と 同 様 ， 内 側 前 頭 前 皮 質 に 活 動 の 増 加 が

見 ら れ る と い う も の で あ っ た 。 し か し ， 異 な る イ メ

ー ジ ン グ 研 究 間 に は ， 対 照 課 題 の 違 い や 実 験 者 間 で

の 空 間 的 ・ 統 計 的 分 析 の 違 い が あ る た め ， 研 究 間 の

比 較 か ら ， 自 己 知 識 の 活 性 化 と 自 己 モ ニ タ リ ン グ で

同 じ 部 位 が 活 動 し て い る と 結 論 す る こ と は で き な い 。

そ こ で ， 研 究 3 で は ， 自 己 知 識 の 活 性 化 に 伴 う 脳 の

活 動 と ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ に 伴 う 脳 の 活 動 を 同 一 実

験 内 で 比 較 す る こ と に よ り ， 自 己 知 識 の 活 性 化 と 自

己 モ ニ タ リ ン グ で 同 様 に ， 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増

加 が み ら れ る か に つ い て ， f M R I を 用 い て 検 討 し た 。  

 研 究 3 で は ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 と 自 己 知 識 課

題 と の 反 応 の 類 似 性 を 保 つ た め ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ
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課 題 と し て L a n e  e t  a l .  ( 1 9 9 7 ) ， G u s n a r d  e t  a l .  

( 2 0 0 1 ) ， O c h s n e r  e t  a l .  ( 2 0 0 4 ) が 用 い て い た ， 主 観 的

な 感 情 反 応 の モ ニ タ リ ン グ を 求 め る 課 題  ( 快 く 感 じ

ま す か ？ )  を 用 い た 。 す な わ ち ， 自 己 知 識 課 題 に お

い て も 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 に お い て も ， 質 問 文 と

単 語 が 呈 示 さ れ た 後 に Y e s ボ タ ン ， も し く は N o ボ

タ ン を 押 す こ と が 実 験 参 加 者 に 課 せ ら れ る 課 題 で あ

る 。 こ の 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 は 自 分 の 感 情 状 態 の

評 価 的 判 断 を 行 う も の で あ る た め ， 一 種 の 評 価 課 題

で は あ る が ， 第 2 章 第 1 節 で 取 り 上 げ ら れ て き た 社

会 的 評 価 判 断 と は ， そ の 判 断 対 象 が 自 分 の 感 情 状 態

に あ る と い う 点 で 異 な っ て い る 。  

ま た ， L a n e  e t  a l .  ( 1 9 9 7 )  と G u s n a r d  e t  a l .  ( 2 0 0 1 ) ，

O c h s n e r  e t  a l .  ( 2 0 0 4 )  で は 写 真 刺 激 が 用 い ら れ て い

た が ， 研 究 3 で は 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 と そ の 対 照

課 題 で あ る 意 味 課 題 の 刺 激 と し て 名 詞 を 用 い た 。 自

己 知 識 課 題 と 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 の 区 別 を よ り 明

確 に す る た め に ， 自 己 知 識 課 題 で 使 用 す る 人 格 特 性

語 は 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 で は 使 用 し な か っ た 。  

 

方 法  

 実 験 参 加 者  実 験 参 加 者 は 正 常 な 視 力  ( 矯 正 を 含

む )  を 持 つ 2 2 歳 か ら 3 8 歳 の 大 学 生 お よ び 大 学 院 生

1 2 名  ( 男 性 6 名 ， 女 性 6 名 ) 。 平 均 年 齢 は 2 6 . 3 歳 で

あ っ た 。 実 験 参 加 前 に イ ン フ ォ ー ム ド ・ コ ン セ ン ト
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を 得 た 。 実 験 参 加 者 は 個 別 に 4 0 分 ほ ど の 実 験 に 参

加 し た 。  

 材 料  青 木  ( 1 9 7 1 )  を 参 考 に 選 択 し た 1 2 0 語 の 人

格 特 性 語 と ， 五 島 ・ 太 田  ( 2 0 0 1 )  を 参 考 に 選 択 し た

名 詞 1 2 0 語 を 用 い た  ( 付 録 D 参 照 ) 。 ど ち ら も 中 性

語 を 選 択 し た 。 人 格 特 性 語 は 自 己 知 識 課 題 と そ の 対

照 課 題 で あ る 意 味 課 題 で ， 名 詞 は 自 己 モ ニ タ リ ン グ

課 題 と そ の 対 照 課 題 で あ る 意 味 課 題 で 用 い た 。 そ れ

ぞ れ の 課 題 へ の 単 語 の 割 り 当 て は 実 験 参 加 者 ご と に

ラ ン ダ ム に 決 定 し た 。  

課 題  自 己 知 識 課 題 ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 ， 意

味 課 題 の 3 種 類 を 用 い た 。 自 己 知 識 課 題 で は ， 研 究

1 - 1 ， 研 究 2  と 同 様 ， 人 格 特 性 語 が 実 験 参 加 者 自 身

の 特 性 に 当 て は ま る か ど う か の 判 断 を 求 め た  ( あ な

た に あ て は ま り ま す か ？ ) 。 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題

で は ， 名 詞 を み て 快 く 感 じ る か 不 快 に 感 じ る か の 判

断 を 求 め た  ( 快 く 感 じ ま す か ? ) 。 名 詞 か ら 喚 起 さ れ

る 自 分 の 感 情 状 態 に 基 づ い て 判 断 す る こ と を 強 調 し

て 教 示 し た 。 意 味 課 題 で は ， 人 格 特 性 語 や 名 詞 の 意

味 を 定 義 す る の が 簡 単 か ど う か の 判 断 を 求 め た  ( 定

義 す る の が 簡 単 で す か ? ) 。  

手 続 き  図 2 . 2 . 1 に 手 続 き の 概 略 を 示 し た 。 実 験 参

加 者 は f M R I の ス キ ャ ナ の 中 で 3 つ の 課 題 を 行 っ た 。

1 ブ ロ ッ ク は 1 課 題 3 0 試 行 か ら な っ て い た 。 自 己 知

識 課 題 を 行 う ブ ロ ッ ク ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 を 行
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う ブ ロ ッ ク ， 人 格 特 性 語 を 刺 激 語 と し て 意 味 課 題 を

行 う ブ ロ ッ ク ， 名 詞 を 刺 激 語 と し て 意 味 課 題 を 行 う

ブ ロ ッ ク の 4 種 類 の ブ ロ ッ ク が あ っ た 。 4 種 類 の ブ

ロ ッ ク は A B C D D C B A と い う 順 番 で 実 施 し た 。 課 題 の

実 施 順 序 は 実 験 参 加 者 間 で カ ウ ン タ ー バ ラ ン ス を と

っ た 。 実 験 は 全 部 で 2 4 0 試 行 か ら な っ て い た  ( 自 己

知 識 課 題 6 0 試 行 ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 6 0 試 行 ，

人 格 特 性 語 を 刺 激 語 と す る 意 味 課 題 6 0 試 行 ， 名 詞

を 刺 激 語 と す る 意 味 課 題 6 0 試 行 ) 。  
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図 2 . 2 . 1  研 究 3 に お け る 手 続 き の 概 略  
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各 ブ ロ ッ ク で は ， ま ず 質 問 文 を 画 面 中 央 の や や 上

に 呈 示 し ， そ の ブ ロ ッ ク の 間 ， 呈 示 し 続 け た 。 質 問

文 の 呈 示 か ら 3  0 0 0  m s 後 ， 質 問 文 の 下 に 刺 激 語 の 呈  

示 を 開 始 し た 。 刺 激 語 は 2  5 0 0  m s 間 呈 示 し た 。 5 0 0  

m s 後 に 次 の 刺 激 語 を 呈 示 し た 。 反 応 と し て Y e s と

N o に そ れ ぞ れ 割 り 当 て ら れ た ボ タ ン  ( Y e s :  右 手 の

ボ タ ン ， N o : 左 手 の ボ タ ン )  の ど ち ら か を 押 す こ と

を 求 め た 。  

全 ブ ロ ッ ク 終 了 か ら 1 0 分 後 に ， f M R I ス キ ャ ナ の

外 で 偶 発 記 憶 の 自 由 再 生 課 題 を 行 っ た 。 5 分 以 内 に

課 題 実 施 時 に 呈 示 さ れ た 刺 激 語 を 思 い 出 せ る 限 り 書

く よ う に 教 示 し た 。  

実 験 装 置 と デ ー タ の 取 得  研 究 2 と 同 様 で あ っ た 。  

 デ ー タ 解 析  測 定 デ ー タ は M A T L A B 上 で 作 動 す る 統

計 解 析 ソ フ ト ウ ェ ア S P M 2  ( W e l l c o m e  D e p a r t m e n t  o f  

C o g n i t i v e  N e u r o l o g y ,  L o n d o n ,  U K )  を 用 い て 解 析 を

行 っ た 。 ま ず ， 前 処 理 と し て ， 実 験 参 加 者 の 体 動 に

よ る 位 置 補 正 ， 各 実 験 参 加 者 の 脳 の 解 剖 学 的 標 準 化 ，

さ ら に 6 m m の ガ ウ シ ア ン ・ フ ィ ル タ ー に よ る ， 空 間

的 平 滑 化 を 行 っ た 。  

個 人 ご と の 解 析 と し て f i x e d  e f f e c t s  m o d e l を 適 用

し て ， 比 較 し た い 条 件 間 の コ ン ト ラ ス ト を 作 成 し ，

ボ ク セ ル ご と の 検 定 に 基 づ く 賦 活 マ ッ プ を 作 成 し た 。

そ の 後 ， 全 実 験 参 加 者 に つ い て r a n d o m  e f f e c t s  

a n a l y s i s に よ り ， 賦 活 マ ッ プ を 作 成 し た 。 そ の 際 ， Z
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ス コ ア の 最 小 値 は 3 . 2 0 ， p = . 0 0 5  ( u n c o r r e c t e d ) ， 最 小

ク ラ ス タ ー サ イ ズ は 1 0 ボ ク セ ル と し た 。  さ ら に ，

自 己 知 識 課 題 と 意 味 課 題 ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 と

意 味 課 題 ， そ れ ぞ れ の 比 較 に 共 通 し た 脳 活 動 部 位 を

比 較 す る た め ， c o n j u n c t i o n  a n a l y s i s  ( F r i s t o n ,  

H o l m e s ,  P r i c e ,  B u c h e l ,  &  W o r s l e y , 1 9 9 9 ;  N i c h o l s ,  

B r e t t ,  A n d e r s s o n ,  W a g e r ,  &  P o l i n e ,  2 0 0 5 )  を 行 っ た 。

そ の 際 ， Z ス コ ア の 最 小 値 は 3 . 2 0 ， p = . 0 0 5  

( u n c o r r e c t e d ) ， 最 小 ク ラ ス タ ー サ イ ズ は 1 0 ボ ク セ ル

と し た 。  

 

結 果  

 行 動 指 標  表 2 . 2 . 1 に 各 課 題 条 件 に お け る 平 均 再

生 率 と 標 準 偏 差 を 示 し た 。 自 己 知 識 課 題 と 意 味 課 題  

( 特 性 語 ) ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 と 意 味 課 題  ( 名 詞 ) ，

そ れ ぞ れ の 比 較 を t 検 定 で 行 っ た と こ ろ ， 自 己 知 識

課 題 に お け る 再 生 率 が 意 味 課 題  ( 特 性 語 )  に お け る

再 生 率 よ り も 有 意 に 高 か っ た  ( t ( 1 1 )  =  2 . 8 5 ,  p < . 0 1 ) 。

し か し ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 に お け る 再 生 率 と 意

味 課 題  ( 名 詞 )  に お け る 再 生 率 と に 有 意 な 差 は み ら

れ な か っ た  ( t ( 1 1 )  =  0 . 5 8 ,  p > . 1 0 ) 。  

f M R I の 結 果  図 2 . 2 . 2 と 表 2 . 2 . 2 に 自 己 知 識 課 題

に お い て ， 意 味 課 題  ( 特 性 語 )  よ り も 活 動 が 増 加 し

た 脳 部 位 を 示 し た 。 自 己 知 識 課 題 に お い て 内 側 前 頭

前 皮 質  ( B A 8 ,  1 0 )  の 活 動 増 加 が 認 め ら れ た 。 図
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2 . 2 . 3 と 表 2 . 2 . 3 に 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 に お い て ，

意 味 課 題  ( 名 詞 )  よ り も 活 動 が 増 加 し た 脳 部 位 を 示

し た 。 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 に お い て も 内 側 前 頭 前

皮 質  ( B A 9 ,  1 1 )  に 活 動 が 認 め ら れ た 。  

こ れ ら の 2 つ の 比 較 の 共 通 し た 部 位 に 活 動 増 加 が

認 め ら れ て い る の か を 検 討 す る た め に c o n j u n c t i o n  

a n a l y s i s を 行 っ た  ( 図 2 . 2 . 4 ， 表 2 . 2 . 4 ) 。 そ の 結 果 ，

内 側 前 頭 前 皮 質  ( B A 3 2 )  に 共 通 部 位 が 見 い だ さ れ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.2.1 各 課 題 に お け る 平 均 再 生 率 と 標 準 偏 差  

 自 己 知 識  意 味  

(特 性 語 ) 

自 己 モ ニ タ リ ン グ  意 味  

(名 詞 ) 

M  0 . 1 2  0 . 0 7  0 . 0 4  0 . 0 3  

S D  0 . 0 7  0 . 0 7  0 . 0 5  0 . 0 3  
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表 2 . 2 . 2  自 己 知 識 課 題 に お い て 意 味 課 題 ( 特 性 語 ) よ
り も 活 動 増 加 が 認 め ら れ た 部 位 。 B A は ブ

ロ ー ド マ ン エ リ ア ， 座 標 は タ ラ イ ラ ッ ク の

座 標 を 示 し て い る 。  

  同 一 ク ラ ス ター に    座 標    

脳 部 位  含 まれ るボク セル数  半 球  x  y  z  Z  値  

内 側        
内 側 前 頭 回 ( B A  1 0 )  3 4 8  左  - 6  5 1  1  4 . 7 6  
上 前 頭 回 ( B A 8 )  1 0 4  左  - 1 4  3 7  5 0  3 . 8 0  
前 部 帯 状 回 ( B A 2 4 )  1 3  右  6  3 0  1 7  3 . 6 2  
帯 状 回 ( B A 3 2 )  3 6  左  - 1 4  6  3 8  5 . 1 7  
中 心 後 回 ( B A 5 )  7 4  左  - 1 6  - 4 3  6 5  3 . 8 3  
後 部 帯 状 回 ( B A 2 3 )  1 0  右  1 0  - 4 3  2 4  3 . 4 9  
楔 前 部  ( B A 3 1 )  5 5  左  - 1 6  - 4 9  3 4  3 . 3 2  
楔 部 （ B A 1 7 ）  1 7  左  - 1 6  - 8 1  8  3 . 6 9  
外 側        
上 側 頭 回 ( B A 3 8 )  5 1  右  5 1  1 9  - 1 6  3 . 4 4  

( B A 3 9 )  4 3  左  - 5 1  - 5 7  2 7  3 . 9 9  
下 側 頭 回 ( B A 2 1 )  1 2  左  - 6 1  - 9  - 1 8  3 . 5 4  
中 側 頭 回 ( B A 2 1 )  1 2  右  5 5  1  - 2 0  3 . 5 7  

 

 

 

 

図 2 . 2 . 2  自 己 知 識 課 題 に お い て 意 味 課 題 ( 特 性

語 ) よ り も 活 動 増 加 が 認 め ら れ た 部 位  
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表 2 . 2 . 3  自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 に お い て 意 味 課 題

( 名 詞 ) よ り も 活 動 増 加 が 認 め ら れ た 部

位 。 B A は ブ ロ ー ド マ ン エ リ ア ， 座 標 は タ

ラ イ ラ ッ ク の 座 標 を 示 し て い る 。  
 同 一 ク ラ ス ター に    座 標    
脳 部 位  含 まれ るボク セル数  半 球  x  y  z  Z  値  
内 側        
上 前 頭 回 ( B A 9 )  1 2  右  1 8  5 2  2 9  3 . 2 5  
内 側 前 頭 回 ( B A 1 1 )  4 0  左  - 8  4 4  - 1 7  3 . 3 2  
前 部 帯 状 回 ( B A 3 3 )  1 0  右  4  2 0  2 1  4 . 2 4  
帯 状 回 ( B A 3 1 )  4 0  左  - 1 4  - 3 9  3 7  4 . 2 3  
帯 状 回 ( B A 3 1 )  2 2  左  - 4  - 4 3  4 1  3 . 4 2  
舌 状 回 ( B A 1 9 )  3 2  右  1 4  - 6 0  1  3 . 9 2  
楔 前 部 ( B A 7 )  1 6   1 2  - 5 2  4 1  3 . 3 6  
外 側        
中 側 頭 回 ( B A 2 1 )  2 3 5  左  - 5 1  5  - 2 5  4 . 1 9  
上 側 頭 回 ( B A 2 2 )  1 1 5  右  5 9  4  5  4 . 2 3  

( B A 2 2 )  7 0  左  - 5 1  - 5 4  1 6  4 . 3 3  
( B A 3 9 )  4 4  左  - 4 8  - 5 9  2 1  3 . 3 3  

中 心 前 回 ( B A 4 )  1 0  右  3 8  - 1 9  4 0  3 . 6 5  
中 心 後 回 ( B A 3 )  4 9  右  2 4  - 3 2  6 6  3 . 6 8  
下 頭 頂 小 葉  5 7  右  4 2  - 4 5  2 8  3 . 6 6  
皮 質 下        
尾 状 核  1 3  右  8  8  - 2  3 . 2 6  

 3 9  右  1 2  1 6  3  3 . 2 1  

 

 

 

 

図 2 . 2 . 3  自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 に お い て 意 味

課 題 ( 名 詞 ) よ り も 活 動 増 加 が 認 め ら

れ た 部 位  
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考 察   

研 究 3 の 目 的 は ， 自 己 知 識 の 活 性 化 に 伴 う 脳 の 活

動 と ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ に 伴 う 脳 の 活 動 を 同 一 実 験

内 で 比 較 す る こ と に よ り ， 自 己 知 識 の 活 性 化 と 自 己

モ ニ タ リ ン グ で ， 同 様 の 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加

表 2 . 2 . 4  自 己 知 識 課 題 と 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 共

に 意 味 課 題 よ り も 活 動 増 加 が 認 め ら れ た

部 位 。 B A は ブ ロ ー ド マ ン エ リ ア ， 座 標 は

タ ラ イ ラ ッ ク の 座 標 を 示 し て い る 。  
  同 一 ク ラ ス ター に    座 標    
脳 部 位  含 まれ るボク セル数  半 球  x  y  z  Z  値  
内 側        
 前 部 帯 状 回 ( B A 3 2 )  1 8  左  - 4  4 7  3  3 . 4 3  
外 側        
 上 側 頭 回 ( B A 2 2 )  1 4  左  - 3 6  - 5 0  1 7  3 . 6 9  

 

 
 

 

 

図 2 . 2 . 4  自 己 知 識 課 題 と 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課

題 共 に 意 味 課 題 よ り も 活 動 増 加 が 認

め ら れ た 部 位  
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が み ら れ る の か を 検 討 す る こ と で あ っ た 。  

分 析 の 結 果 ， 自 己 知 識 課 題 に お い て 意 味 課 題  ( 特

性 語 )  よ り も 内 側 前 頭 前 皮 質 に 活 動 の 増 加 が 認 め ら

れ た 。 ま た ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 に お い て も 意 味

課 題  ( 名 詞 )  の 場 合 よ り も 内 側 前 頭 前 皮 質 に 活 動 の

増 加 が 認 め ら れ た 。 c o n j u n c t i o n  a n a l y s i s  の 結 果 ，

自 己 知 識 課 題 と 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 に 共 通 し て 内

側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 が み ら れ た 2 。 こ の こ と は ，

自 己 知 識 の 活 性 化 の 際 に は 自 己 モ ニ タ リ ン グ が な さ

れ て い る と い う 自 己 モ ニ タ リ ン グ 仮 説 の 主 張 に ， 一

つ の 根 拠 を 与 え る も の で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 本 実 験 で は ， 自 己 知 識 課 題 と 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課

題 の 区 別 を よ り 明 確 に す る た め に ， 自 己 知 識 課 題

で 呈 示 す る 人 格 特 性 語 は 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 で

は 呈 示 し な い よ う に し た 。 そ の た め ， 自 己 知 識 課

題 と 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 の 対 照 課 題 と し て ， そ

れ ぞ れ 特 性 語 に 対 す る 意 味 課 題 と 名 詞 に 対 す る 意

味 課 題 を 用 意 し た 。 対 照 課 題 と し て 異 な る 条 件 を

設 定 し て い る が ， 特 性 語 に 対 す る 意 味 課 題 を 対 照

課 題 と し た 場 合 の 自 己 知 識 課 題 に お け る 脳 活 動

と ， 名 詞 に 対 す る 意 味 課 題 を 対 照 課 題 と し た 場 合

の 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 に お け る 脳 活 動 に は ， 刺

激 の 種 類 の 影 響 は 差 し 引 か れ て い る と 考 え ，

c o n j u n c t i o n  a n a l y s i s を 行 っ た 。  
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2 )課 題 促 進 パ ラ ダ イ ム を 用 い た 検 討  

(研 究 4 )  

① 自 己 知 識 と 自 己 モ ニ タ リ ン グ の 関 連  

( 研 究 4 - 1 )  

研 究 3 で は 自 己 知 識 課 題 と 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題

で 共 通 し て 内 側 前 頭 前 皮 質 に 活 動 が 見 ら れ る こ と が

確 認 さ れ た 。 し か し ， 第 1 章 第 2 節 で も 述 べ た よ う

に ， 同 じ 部 位 で 活 動 増 加 が 認 め ら れ た 場 合 で も ， そ

の 部 位 の 活 動 増 加 が 自 己 知 識 の 活 性 化 に よ る も の な

の か ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ に よ る も の な の か を 判 断 す

る こ と は で き な い 。 そ の た め ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ 仮

説 が 主 張 す る よ う に ， 自 己 知 識 の 活 性 化 の 際 に 自 己

モ ニ タ リ ン グ が な さ れ て い る 可 能 性 以 外 に も ， 自 己

モ ニ タ リ ン グ に よ っ て 自 己 知 識 が 活 性 化 し て い る と

い う 可 能 性 も 考 え ら れ る 。  

そ こ で ， 研 究 4 - 1 で は ， 自 己 知 識 の 活 性 化 の 際 に

自 己 モ ニ タ リ ン グ が な さ れ て い る の か を ， 研 究 1 - 1

と 同 じ 課 題 促 進 パ ラ ダ イ ム に よ っ て 検 討 す る 。 第 1

章 第 3 節 で も 述 べ た よ う に ， 課 題 促 進 パ ラ ダ イ ム は ，

連 続 し て 2 つ の 課 題  ( 先 行 課 題 ， 標 的 課 題 )  を 行 う

よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た ， 課 題 促 進 パ ラ ダ イ ム

は ， 先 行 課 題 の 処 理 に よ り ， 標 的 課 題 に 関 連 し た 情

報 が 処 理 さ れ れ ば ， 標 的 課 題 に 必 要 な 処 理 時 間 は 関

連 情 報 が 処 理 さ れ な か っ た 場 合 と 比 較 し て 短 く な る  

( C o l l i n s  &  Q u i l l i a n ,  1 9 7 0 ;  M a c h t  &  O ' B r i e n ,  1 9 8 0 ;   
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M a c h t  &  S p e a r ,  1 9 7 7 ) ， と い う 論 理 に 基 づ い て い る 。

も し ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ 仮 説 ど お り に ， 自 己 知 識 の

活 性 化 の 際 に 自 己 モ ニ タ リ ン グ が な さ れ て い る の で

あ れ ば ， 自 己 知 識 課 題 遂 行 直 後 の 自 己 モ ニ タ リ ン グ

課 題 は ， 対 照 課 題  ( 社 会 的 評 価 課 題 )  遂 行 直 後 の 自

己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 よ り も 素 早 く な さ れ る で あ ろ う 。

自 己 モ ニ タ リ ン グ 仮 説 の 主 張 と は 逆 に ， 自 己 モ ニ タ

リ ン グ の 際 に 自 己 知 識 が 活 性 化 し て い る の で あ れ ば ，

自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 遂 行 直 後 の 自 己 知 識 課 題 は ，

対 照 課 題  ( 意 味 課 題 )  遂 行 直 後 の 自 己 知 識 課 題 よ り

も 素 早 く な さ れ る で あ ろ う 。  

研 究 4 - 1 で は 自 己 知 識 課 題 の 対 照 課 題 と し て 社 会

的 評 価 課 題 を ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 の 対 照 課 題 と

し て 意 味 課 題 を 用 い た 。 本 来 は ， 自 己 知 識 課 題 と 自

己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 に お け る 促 進 効 果 を ， 同 じ 対 照

課 題 を 用 い て 評 価 す る の が 望 ま し い 。 し か し ， 研 究

1 - 1 か ら ， 自 己 知 識 課 題 を 行 う と ， 社 会 的 評 価 判 断

が 引 き 起 こ さ れ る こ と が 明 ら か と な っ て お り ， そ の

社 会 的 評 価 判 断 の 影 響 を 取 り 除 い た 上 で ， 自 己 知 識

課 題 の 性 質 を 検 討 す る た め に ， 自 己 知 識 課 題 の 対 照

課 題 と し て 社 会 的 評 価 課 題 を 用 い た 。  

ま た ， 研 究 3 と 同 様 ， 課 題 の 区 別 を 明 確 に す る た

め に ， 自 己 知 識 課 題 と そ の 対 照 課 題  ( 社 会 的 評 価 課

題 )  に つ い て は 人 格 特 性 語 を ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課

題 と そ の 対 照 課 題  ( 意 味 課 題 )  に つ い て は 名 詞 を そ
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れ ぞ れ 刺 激 語 と し て 用 い た 。 そ の た め ， 研 究 1 の よ

う に ， 先 行 課 題 と 標 的 課 題 で 同 じ 単 語 に つ い て の 判

断 を 求 め る の で は な く ， 1 課 題 に つ き 1 単 語 に つ い

て の 判 断 を 求 め る よ う に し た 。 1 つ 前 の 試 行 に お け

る 課 題 を 先 行 課 題 ， 現 在 の 試 行 に お け る 課 題 を 標 的

課 題 と し ， 標 的 課 題 に お け る 反 応 時 間 を 先 行 課 題 の

種 類 に よ っ て 分 類 し て 分 析 す る よ う に し た 。  

 

方 法  

実 験 参 加 者  実 験 参 加 者 は 正 常 な 視 力  ( 矯 正 を 含

む )  を 持 つ 1 8 歳 か ら 2 7 歳 の 大 学 生 お よ び 大 学 院 生

1 8 名  ( 男 性 2  名 ， 女 性 1 6 名 ) 。 平 均 年 齢 は 2 0 . 6 歳

で あ っ た 。 実 験 参 加 者 は 個 別 に 2 0 分 ほ ど の 実 験 に

参 加 し た 。  

実 験 装 置  刺 激 呈 示 と 実 験 参 加 者 の 反 応 の 記 録 に ，

パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ ， 1 5 イ ン チ の 液 晶 モ ニ タ

ー ， 反 応 ボ タ ン を 使 用 し た 。 実 験 用 プ ロ グ ラ ム は

M i c r o s o f t  V i s u a l  B a s i c  を 用 い て 作 成 し た 。  

材 料  1 1 6 語 の 人 格 特 性 語 を 青 木  ( 1 9 7 1 )  か ら ，

1 1 6 語 の 名 詞 を 五 島 ・ 太 田  ( 2 0 0 1 )  か ら 選 択 し た  

( 付 録 E 参 照 ) 。 ど ち ら も 中 性 語 を 選 択 し た 。 ま た 練

習 用 と し て 人 格 特 性 語 と 名 詞 を そ れ ぞ れ 1 0 語 ず つ

別 に 用 意 し た 。 人 格 特 性 語 は 自 己 知 識 課 題 と 社 会 的

評 価 課 題 で ， 名 詞 は 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 と 意 味 課

題 で 用 い た 。 そ れ ぞ れ の 課 題 へ の 単 語 の 割 り 当 て は
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実 験 参 加 者 ご と に ラ ン ダ ム に 決 定 し た 。  

課 題  自 己 知 識 課 題 ， 社 会 的 評 価 課 題 ， 自 己 モ ニ

タ リ ン グ 課 題 ， 意 味 課 題 の 4 種 類 を 用 い た 。 自 己 知

識 課 題 で は ， 研 究 1 - 1 ， 研 究 2 ， 3  と 同 様 ， 人 格 特

性 語 が 実 験 参 加 者 自 身 の 特 性 に 当 て は ま る か ど う か

の 判 断 を 求 め た  ( あ な た に あ て は ま り ま す か ？ ) 。 社

会 的 評 価 課 題 で は ， 研 究 1 ， 2 ， 3 と 同 様 ， 人 格 特 性

語 の 示 す 性 質 が 社 会 一 般 に 望 ま し い と さ れ て い る 性

質 で あ る か ど う か の 判 断 を 求 め た  ( 一 般 的 に 望 ま し

い 性 質 で す か ? ) 。 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 で は ， 研 究

3 と 同 様 ， 名 詞 を み て 快 く 感 じ る か 不 快 に 感 じ る か

の 判 断 を 求 め た  ( 快 く 感 じ ま す か ? ) 。 名 詞 か ら 喚 起

さ れ る 自 分 の 感 情 状 態 に 基 づ い て 判 断 す る こ と を 強

調 し て 教 示 し た 。 意 味 課 題 で は ， 研 究 3 と 同 様 ， 人

格 特 性 語 や 名 詞 の 意 味 を 定 義 す る の が 簡 単 か ど う か

の 判 断 を 求 め た  ( 定 義 す る の が 簡 単 で す か ? ) 。  

 手 続 き  実 験 を 始 め る 前 に 課 題 に つ い て の 教 示 を 行

っ た 。 そ の 際 ， 刺 激 語 に 対 し て は な る べ く す み や か

に 反 応 す る こ と を 強 調 し た 。 各 試 行 で は ， ま ず 質 問

文 を 画 面 中 央 の や や 上 に 呈 示 し ， 5 0 0  m s 後 ， 質 問 文

の 下 に 刺 激 語 を 呈 示 し た  ( 図 2 . 2 . 5 ) 。 反 応 と し て

Y e s と N o の ど ち ら か の ボ タ ン を 押 す こ と を 求 め た 。

刺 激 語 の 呈 示 か ら 反 応 ボ タ ン 押 し ま で の 時 間 を 記 録

し た 。 反 応 し て か ら 5 0 0  m s 後 に 次 の 試 行 の 質 問 文

を 呈 示 し た 。  
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本 試 行 の 前 に ， 課 題 に 慣 れ て も ら う た め ， 2 0 試 行

の 練 習 を 実 験 参 加 者 に 課 し た 。 本 試 行 は 2 3 2 試 行  

( 自 己 知 識 課 題 5 6 試 行 ， 評 価 課 題 5 6 試 行 ， 自 己 モ

ニ タ リ ン グ 課 題 5 6 試 行 ， 意 味 課 題 5 6 試 行 ， フ ィ ラ

ー 課 題 8 試 行 )  か ら な り ， 途 中 7 回 の 休 憩 を 入 れ た 。

課 題 の 実 施 順 序 は 以 下 の 2 つ の 制 約 下 で ， ラ ン ダ ム

に 決 定 し た 。 1 つ め は ， 最 初 の 試 行 と 7 回 の 休 憩 直

後 の 試 行 は フ ィ ラ ー 課 題 で あ り ， そ の フ ィ ラ ー 課 題

は 4 つ の 課 題 の ど れ か の 課 題 で あ る こ と 。 2 つ め は ，

4 つ の 課 題 の そ れ ぞ れ を 直 前 の 試 行 の 課 題 に よ っ て

4 条 件 に 分 類 し た 時 に ， 各 条 件 が 1 4 試 行 か ら な る よ

う に す る こ と で あ っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結 果  

そ れ ぞ れ の 課 題 に お け る 反 応 時 間 を ， 直 前 試 行 の

課 題 の 種 類 に よ っ て 4 条 件 に 分 類 し ， 平 均 反 応 時 間

を 求 め た 。 自 己 知 識 課 題 ， 社 会 的 評 価 課 題 ， 自 己 モ
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図 2 . 2 . 5  研 究 4 - 1 に お け る 連 続 す る 2 試 行 の 例  
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ニ タ リ ン グ 課 題 ， 意 味 課 題 ， に お け る 平 均 反 応 時 間

を 図 2 . 2 . 6 ， 2 . 2 . 7 ， 2 . 2 . 8 ， 2 . 2 . 9 に そ れ ぞ れ 示 し た 。

実 験 参 加 者 に よ っ て は 極 端 に 長 い 反 応 時 間 を 示 す 試

行 が あ り ， 右 裾 の 長 い 反 応 時 間 の 分 布 を 示 し た の で ，

外 れ 値 の 処 理 と し て ， そ れ ぞ れ の 実 験 参 加 者 に つ い

て 条 件 ご と に 平 均 値 ± 3 S D を 算 出 し ， そ の 値 を 超 え

る デ ー タ を 除 外 し た 。  

 各 条 件 の 反 応 時 間 に つ い て ， 直 前 の 試 行 が 自 己 知

識 課 題 の 場 合 と 社 会 的 評 価 課 題 の 場 合 ， 自 己 モ ニ タ

リ ン グ 課 題 の 場 合 と 意 味 課 題 の 場 合 を そ れ ぞ れ 組 み

合 わ せ て ， 対 応 の あ る t 検 定 を 行 っ た 。 こ の 組 み 合

わ せ 以 外 で は ， 直 前 の 試 行 に お け る 刺 激 語 の 種 類 が

異 な る た め ， 比 較 は 行 わ な か っ た 。 ま た ， 課 題 促 進

パ ラ ダ イ ム の 前 提 を 確 認 す る た め に 4 つ の 比 較 を ，

本 研 究 に お け る 仮 説 を 検 討 す る た め に 2 つ の 比 較 を

行 っ た 。 6 回 の 対 応 の あ る t 検 定 を 行 っ た た め ， そ

れ ら の 比 較 を 同 時 に 行 っ た と き の 危 険 率 が 5 % と な

る よ う に ， そ れ ぞ れ の 比 較 に お け る 有 意 水 準 を

S i d a k 法 で 調 整 し ， 0 . 8 5 1 2 % を 各 比 較 に お け る 有 意 水

準 と し た 。  

 先 述 し た よ う に ， 課 題 促 進 パ ラ ダ イ ム の 前 提 は ，

先 行 課 題 の 遂 行 に よ っ て 処 理 さ れ た 情 報 が 標 的 課 題

の 遂 行 に 利 用 可 能 で あ れ ば ， そ れ が 利 用 で き な い 場

合 に 比 べ て 標 的 課 題 に 必 要 な 処 理 時 間 が 短 く な る ，

と い う も の で あ る 。 こ の 前 提 が 正 し け れ ば ， 同 じ 課
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題 が 繰 り 返 さ れ た 場 合 に ， そ う で な い 場 合 よ り も 反

応 時 間 は 短 く な る は ず で あ る 。 こ の こ と と 一 致 し て ，

自 己 知 識 課 題 に お け る 反 応 時 間 は ， 直 前 の 試 行 が 社

会 的 評 価 課 題 で あ っ た 場 合 よ り も 自 己 知 識 課 題 で あ

っ た 場 合 の 方 が 短 く な る 傾 向 が 認 め ら れ た  ( t ( 1 7 )  =  

2 . 3 2 ， p = . 0 1 6 5 ， 図 2 . 2 . 6 の 左 側 ) 。 社 会 的 評 価 課 題 に

お け る 反 応 時 間 も ， 直 前 の 試 行 が 他 者 知 識 課 題 で あ

っ た 場 合 よ り も 社 会 的 評 価 課 題 で あ っ た 場 合 の 方 が

短 か っ た  ( t ( 1 7 )  =  3 . 4 8 ， p < . 0 0 8 5 ， 図 2 . 2 . 7 の 左 側 ) 。

同 様 に ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 に お け る 反 応 時 間 は ，

直 前 の 試 行 が 意 味 課 題 で あ っ た 場 合 よ り も 自 己 モ ニ

タ リ ン グ 課 題 で あ っ た 場 合 の 方 が 短 く  ( t ( 1 7 )  =  5 . 0 2 ，

p < . 0 0 1 ， 図 2 . 2 . 8 の 右 側 ) ， 意 味 課 題 に お け る 反 応 時

間 は ， 直 前 の 試 行 が 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 で あ っ た

場 合 よ り も 意 味 課 題 で あ っ た 場 合 の 方 が 短 か っ た  

( t ( 1 7 )  =  3 . 3 0 ， p < . 0 0 8 5 ， 図 2 . 2 . 9 の 右 側 ) 。  

ま た ， 自 己 知 識 課 題 に お け る 反 応 時 間 は ， 先 行 課

題 が 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 で あ っ た 場 合 に 意 味 課 題

で あ っ た 場 合 よ り も 短 か っ た  ( t ( 1 7 )  =  2 . 9 6 ，

p < . 0 0 8 5 ， 図 2 . 2 . 6 の 右 側 ) 。 し か し ， 自 己 モ ニ タ リ

ン グ 課 題 の 反 応 時 間 は ， 先 行 課 題 が 自 己 知 識 課 題 で

あ っ た 場 合 と 社 会 的 評 価 課 題 で あ っ た 場 合 と で 違 い

は な か っ た  ( t ( 1 7 )  =  . 4 7 ， p > . 1 0 ， 図 2 . 2 . 8 の 左 側 ) 。  
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図2.2.6　自己知識課題の平均反応時間と標準誤差
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図2.2.7　社会的評価課題の平均反応時間と標準誤差
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図2.2.8　自己モニタリング課題の平均反応時間と標準誤差
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図2.2.9　意味課題の平均反応時間と標準誤差
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考 察  

研 究 4 - 1 の 目 的 は ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ 仮 説 ど お り

に ， 自 己 知 識 の 活 性 化 の 際 に 自 己 モ ニ タ リ ン グ が な

さ れ て い る の か ， を 検 討 す る こ と で あ っ た 。 実 験 の

結 果 ， 自 己 知 識 課 題 遂 行 直 後 の 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課

題 の 反 応 時 間 は ， 対 照 課 題  ( 社 会 的 評 価 課 題 )  遂 行

直 後 の 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 の 反 応 時 間 よ り も 短 く

な る と い う 結 果 は 得 ら れ な か っ た 。 こ の こ と か ら ，

自 己 モ ニ タ リ ン グ 仮 説 は 支 持 さ れ な か っ た 。 し か し ，

自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 遂 行 直 後 の 自 己 知 識 課 題 の 反

応 時 間 が ， 対 照 課 題  ( 意 味 課 題 )  遂 行 直 後 の 自 己 知

識 の 反 応 時 間 よ り も 短 く な る と い う 結 果 が 得 ら れ た 。

こ の こ と は ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ の 際 に 自 己 知 識 が 活

性 化 し て い る こ と を 示 し て い る 。 こ の こ と か ら ， 自

己 モ ニ タ リ ン グ の 際 に 活 性 化 す る と い う 自 己 知 識 の

性 質 が 明 ら か と な っ た 。 自 己 の 内 的 な 状 態 の 理 解 の

際 に ， 自 己 知 識 が 参 照 さ れ て い る と 考 え ら れ る 。  

 

② 他 者 知 識 と 自 己 モ ニ タ リ ン グ の 関 連  

( 研 究 4 - 2 )  

研 究 4 - 1 に お い て ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ の 際 に 活 性

化 す る と い う 自 己 知 識 の 性 質 が 示 さ れ た 。 し か し ，

こ の 結 果 だ け で は 自 己 モ ニ タ リ ン グ の 際 に 活 性 化 す

る と い う 性 質 が ， 自 己 知 識 の 性 質 で あ る と は 言 い 切

れ な い 。 と い う の は ， 自 己 の 内 的 な 状 態 の 理 解 に は
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自 己 知 識 の み が 利 用 さ れ て い る の で は な く ， 人 一 般

に つ い て の 知 識 が 利 用 さ れ て い る 可 能 性 も あ る か ら

で あ る 。  

そ こ で 本 研 究 で は ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ に よ っ て 他

者 知 識 も 活 性 化 す る の か ど う か を 確 か め る た め に ，

研 究 1 - 1 と 同 様 の 実 験 事 態 で ， 自 己 知 識 課 題 の 代 わ

り に 他 者 知 識 課 題 を 用 い た 検 討 を 行 う 。 も し ， 自 己

モ ニ タ リ ン グ に よ っ て 活 性 化 す る と い う 性 質 が 自 己

知 識 に 限 ら れ た も の で は な く ， 人 に 関 す る 知 識 に 一

般 的 な も の で あ る の な ら ば ， 他 者 知 識 課 題 に 要 す る

反 応 時 間 は ， 直 前 の 試 行 が 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 で

あ っ た 場 合 の ほ う が ， 意 味 課 題 で あ っ た 場 合 よ り も

短 く な る で あ ろ う 。 逆 に ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ に よ っ

て 活 性 化 す る と い う 性 質 が 自 己 知 識 に 限 ら れ た も の

で あ る な ら ば ， 他 者 知 識 課 題 に 要 す る 反 応 時 間 は ，

直 前 の 試 行 が 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 の 場 合 に 意 味 課

題 の 場 合 よ り も 短 く な る こ と は な い で あ ろ う 。  

 

方 法  

実 験 参 加 者  実 験 参 加 者 は 正 常 な 視 力  ( 矯 正 を 含

む )  を 持 つ 1 9 歳 か ら 3 8 歳 の 大 学 生 お よ び 大 学 院 生

1 9 名  ( 男 性 5 名 ， 女 性 1 4 名 ) 。 平 均 年 齢 は 2 3 . 4 歳

で あ っ た 。 実 験 参 加 者 は 個 別 に 2 0 分 ほ ど の 実 験 に

参 加 し た 。  

実 験 装 置  研 究 4 - 1 と 同 様 で あ っ た 。  
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材 料  研 究 4 - 1 と 同 様 で あ っ た 。  

課 題  研 究 4 - 1 に お け る 自 己 知 識 課 題 の 代 わ り に

他 者 知 識 課 題 を 用 い た 。 社 会 的 評 価 課 題 ， 自 己 モ ニ

タ リ ン グ 課 題 ， 意 味 課 題 に つ い て は 研 究 4 - 1 と 同 様

で あ っ た 。 他 者 知 識 課 題 で は ， 実 験 を 始 め る 前 に ，

同 性 の 友 人 を 一 人 想 定 し て も ら い ， 人 格 特 性 語 の 示

す 性 質 が ， そ の 特 定 の 友 人 に 当 て は ま る か ど う か の

判 断 を 求 め た  ( 友 人 に あ て は ま り ま す か ? ) 。  

手 続 き  研 究 4 - 1 と 同 様 で あ っ た 。  

 

結 果  

そ れ ぞ れ の 課 題 に お け る 反 応 時 間 を ， 直 前 試 行 の

課 題 の 種 類 に よ っ て 4 条 件 に 分 類 し ， 平 均 反 応 時 間

を 求 め た 。 他 者 知 識 課 題 ， 社 会 的 評 価 課 題 ， 自 己 モ

ニ タ リ ン グ 課 題 ， 意 味 課 題 ， に お け る 平 均 反 応 時 間

を 図 2 . 2 . 1 0 ， 2 . 2 . 1 1 ， 2 . 2 . 1 2 ， 2 . 2 . 1 3 に そ れ ぞ れ 示 し

た 。 実 験 参 加 者 に よ っ て は 極 端 に 長 い 反 応 時 間 を 示

す 試 行 が あ り ， 右 裾 の 長 い 分 布 を 示 し た の で ， 外 れ

値 の 処 理 と し て ， そ れ ぞ れ の 実 験 参 加 者 に つ い て 条

件 ご と に 平 均 値 ± 3 S D を 算 出 し ， そ の 値 を 超 え る デ

ー タ を 除 外 し た 。  

 研 究 4 - 1 の 場 合 と 同 様 ， 各 条 件 の 反 応 時 間 に つ い

て ， 直 前 の 試 行 が 自 己 知 識 課 題 の 場 合 と 社 会 的 評 価

課 題 の 場 合 ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 の 場 合 と 意 味 課

題 の 場 合 を そ れ ぞ れ 組 み 合 わ せ て ， 対 応 の あ る t 検



 
 

 67 

定 を 行 っ た 。 こ の 組 み 合 わ せ 以 外 で は ， 直 前 の 試 行

に お け る 刺 激 語 の 種 類 が 異 な る た め ， 比 較 は 行 わ な

か っ た 。 ま た ， 研 究 4 - 1 の 場 合 と 同 様 ， 課 題 促 進 パ

ラ ダ イ ム の 前 提 を 確 認 す る た め に 4 つ の 比 較 を ， 本

研 究 に お け る 仮 説 を 検 討 す る た め に 2 つ の 比 較 を 行

っ た 。 6 回 の 対 応 の あ る t 検 定 を 行 っ た た め ， そ れ

ぞ れ の 比 較 に お け る 有 意 水 準 を S i d a k 法 で 調 整 し ，

0 . 8 5 1 2 % を 各 比 較 に お け る 有 意 水 準 と し た 。  

 課 題 促 進 パ ラ ダ イ ム の 前 提 と 一 致 し て ， 他 者 知 識

課 題 に お け る 反 応 時 間 は ， 直 前 の 試 行 が 社 会 的 評 価

課 題 で あ っ た 場 合 よ り も 他 者 知 識 課 題 で あ っ た 場 合

の 方 が 短 い 傾 向 が 認 め ら れ た  ( t ( 1 8 )  =  2 . 2 7 ， p = . 0 1 8 ，

図 2 . 2 . 1 0 の 左 側 ) 。 社 会 的 評 価 課 題 に お け る 反 応 時

間 も ， 直 前 の 試 行 が 他 者 知 識 課 題 で あ っ た 場 合 よ り

も 社 会 的 評 価 課 題 で あ っ た 場 合 の 方 が 短 か っ た  

( t ( 1 8 )  =  3 . 5 0 ， p < . 0 0 1 ， 図 2 . 2 . 1 1 の 左 側 ) 。 同 様 に ，

自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 に お け る 反 応 時 間 は ， 直 前 の

試 行 が 意 味 課 題 で あ っ た 場 合 よ り も 自 己 モ ニ タ リ ン

グ 課 題 で あ っ た 場 合 の 方 が 短 く  ( t ( 1 8 )  =  4 . 1 5 ，

p < . 0 0 1 ， 図 2 . 2 . 1 2 の 右 側 ) ， 意 味 課 題 に お け る 反 応

時 間 は ， 直 前 の 試 行 が 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 で あ っ

た 場 合 よ り も 意 味 課 題 で あ っ た 場 合 の 方 が 短 い 傾 向

が 認 め ら れ た  ( t ( 1 8 )  =  2 . 3 6 ， p = . 0 1 4 9 ， 図 2 . 2 . 1 3 の

右 側 ) 。  

ま た ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 遂 行 直 後 の 他 者 知 識
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課 題 の 反 応 時 間 が ， 意 味 課 題 遂 行 直 後 の 他 者 知 識 課

題 の 反 応 時 間 よ り も 短 く な る と い っ た 反 応 時 間 の 違

い は み ら れ な か っ た  ( t ( 1 8 )  =  . 5 7 ，  p > . 1 0 ,  図

2 . 2 . 1 0 の 右 側 ) 。 ま た ， 他 者 知 識 課 題 遂 行 直 後 の 自 己

モ ニ タ リ ン グ 課 題 の 反 応 時 間 が ， 社 会 的 評 価 課 題 遂

行 直 後 の 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 の 反 応 時 間 よ り も 短

く な る と い っ た 反 応 時 間 の 違 い も み ら れ な か っ た  

( t ( 1 8 )  =  - 2 . 0 7 ， p > . 1 0 ， 図 2 . 2 . 1 2 の 左 側 ) 。  

 

考 察  

研 究 4 - 2 の 目 的 は ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ に よ っ て 他

者 知 識 も 活 性 化 す る の か を 確 か め る こ と で あ っ た 。

実 験 の 結 果 ， 他 者 知 識 に つ い て の 反 応 時 間 は ， 先 行

課 題 が 自 己 モ ニ タ リ ン グ 課 題 で あ っ た 場 合 と 意 味 課

題 で あ っ た 場 合 と で 差 が な か っ た 。 す な わ ち ， 他 者

知 識 は 自 己 知 識 の よ う に 自 己 モ ニ タ リ ン グ の 際 に 活

性 化 さ れ て い な か っ た 。 こ の こ と か ら ， 研 究 4 - 1 で

み ら れ た 自 己 モ ニ タ リ ン グ の 際 に 活 性 化 す る と い う

性 質 は ， 人 に 関 す る 知 識 に 一 般 的 な も の で は な く ，

自 己 知 識 に 限 ら れ た も の で あ る と 考 え ら れ る 。  

 

 

 

 

 



 
 

 69 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

直前の課題の種類

図2.2.10　他者知識課題の平均反応時間と標準誤差
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図2.2.11　社会的評価課題の平均反応時間と標準誤差
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図2.2.12  自己モニタリング課題の平均反応時間と標準誤差
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図2.2.13　意味課題の平均反応時間と標準誤差
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第 1 節  本 研 究 の 成 果 と 意 義  
 

1 )本 研 究 で 明 ら か と な っ た 自 己 知 識 の 性 質  

 

 本 研 究 の 目 的 は ， 社 会 的 評 価 仮 説 と 自 己 モ ニ タ リ

ン グ 仮 説 ， そ れ ぞ れ を 検 討 す る こ と で ， 内 側 前 頭 前

皮 質 の 活 動 増 加 を も た ら す 自 己 知 識 の 性 質 を 明 ら か

に す る こ と で あ っ た 。 研 究 1 か ら ， 自 己 知 識 の 活 性

化 の 際 に は 社 会 的 評 価 判 断 が な さ れ る ， と い う 自 己

知 識 の 性 質 が 明 ら か と な っ た 。 し か し ， 研 究 2 か ら ，

社 会 的 評 価 仮 説 が 自 己 知 識 の 活 性 化 に 伴 う 内 側 前 頭

前 皮 質 の 活 動 増 加 と い う 現 象 を 説 明 す る も の で は な

い こ と が 示 さ れ た 。 研 究 3 か ら 自 己 モ ニ タ リ ン グ に

よ っ て も 内 側 前 頭 前 皮 質 に 活 動 増 加 が 認 め ら れ る こ

と が 示 さ れ た が ， 研 究 4 で は ， 自 己 知 識 の 活 性 化 の

際 に 自 己 モ ニ タ リ ン グ が な さ れ る と い う 結 果 は 見 ら

れ ず ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ 仮 説 は 支 持 さ れ な か っ た 。

し か し ， 研 究 4 か ら は 自 己 モ ニ タ リ ン グ の 際 に 活 性

化 す る ， と い う 自 己 知 識 の 性 質 が 明 ら か と な っ た 。  

で は 結 局 ， 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 は 何 を 反 映

し て い る の で あ ろ う か 。 社 会 的 評 価 判 断 で は 自 己 知

識 の 活 性 化 に 伴 う 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 と い う

現 象 を 十 分 に 説 明 で き な い こ と は す で に 述 べ た  ( 研

究 2 ) 。 自 己 モ ニ タ リ ン グ に よ っ て も 内 側 前 頭 前 皮 質

に 活 動 増 加 が 認 め ら れ る こ と  ( 研 究 3 )  と ， 自 己 モ
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ニ タ リ ン グ の 際 に 自 己 知 識 が 活 性 化 さ れ る  ( 研 究 4 -

1 )  こ と を 考 慮 す る と ， 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加

は 自 己 モ ニ タ リ ン グ を 反 映 し て い る の で は な く ， 自

己 知 識 の 活 性 化 そ の も の を 反 映 し て い る ， と 考 え ら

れ る 。 し か し ， 研 究 2 で は ， 自 己 知 識 の 活 性 化 の 際

だ け で な く ， 他 者 知 識 の 活 性 化 の 際 に も 内 側 前 頭 前

皮 質 に 活 動 増 加 が 認 め ら れ た 。 こ の こ と は ， 内 側 前

頭 前 皮 質 の 活 動 が 自 己 知 識 の 活 性 化 の 場 合 の み に 反

応 し て い る わ け で は な い 可 能 性 を 示 し て い る 。  

 こ の よ う に 本 研 究 で は ， 自 己 知 識 の 活 性 化 の 際 に

は 社 会 的 評 価 判 断 が な さ れ て い る と い う 性 質 と 自 己

モ ニ タ リ ン グ に よ っ て 自 己 知 識 が 活 性 化 す る 性 質 ，

そ し て ， 自 己 知 識 と 他 者 知 識 の 活 性 化 に よ っ て 内 側

前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 が 起 こ る こ と が 示 さ れ た 。 本

研 究 か ら 明 ら か と な っ た こ れ ら の 知 見 は ， 内 側 前 頭

前 皮 質 の 活 動 増 加 の 説 明 と し て ， 社 会 的 評 価 仮 説 ，

と 自 己 モ ニ タ リ ン グ 仮 説 を 支 持 す る よ う な も の で は

な か っ た 。 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 は ， 自 己 知 識 の 活

性 化 そ の も の を 反 映 し て い る と 考 え ら れ る こ と か ら ，

内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 を も た ら す 自 己 知 識 の 性

質 と は 何 か を 説 明 す る に は ， 従 来 の “ 自 己 知 識 の 活

性 化 の 際 に は ， ど の よ う な 情 報 処 理 が な さ れ て い る

の か ” と い う 観 点 か ら 主 張 さ れ て き た 仮 説 以 外 の 説

明 が 必 要 で あ る 。  

 



 
 

 74 

2 )行 動 選 択 基 準 仮 説  

 

で は 自 己 知 識 の ど の よ う な 性 質 が ， 自 己 知 識 の 活

性 化 に 伴 う 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 を も た ら す の

で あ ろ う か 。 そ れ に 対 す る 説 明 は ， 内 側 前 頭 前 皮 質

の 機 能 に つ い て の 考 察 か ら 導 く こ と が で き る 。  

上 述 し た よ う に ， 本 研 究 で は ， 自 己 知 識 だ け で な

く 他 者 知 識 の 活 性 化 に よ っ て も 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活

動 増 加 が 起 こ る こ と が 示 さ れ た 。 自 己 知 識 課 題 以 外

の 課 題 を 用 い た 脳 イ メ ー ジ ン グ 研 究 に ま で 目 を 広 げ

る と ， 自 己 知 識 の 活 性 化 や 他 者 知 識 の 活 性 化 以 外 の

課 題 で も ， 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 が 見 ら れ る こ

と が 分 か る 3 。 主 な も の に は ， 道 徳 判 断  ( G r e e n e  &  

H a i d t ,  2 0 0 2 ;  G r e e n e ,  N y s t r o m ,  E n g e l l ,  D a r l e y ,  &  

C o h e n ,  2 0 0 4 ;  M o l l ,  d e  O l i v e i r a - S o u z a ,  B r a m a t i ,  &  

G r a f m a n ,  2 0 0 2 ;  M o l l ,  d e  O l i v e i r a - S o u z a ,  E s l i n g e r ,  

B r a m a t i ,  M o u r a o - M i r a n d a ,  A n d r e i u o l o ,  &  P e s s o a ,  

2 0 0 2 ) ,  報 酬 と 罰 の 表 象  ( O ' D o h e r t y ,  K r i n g e l b a c h ,  

R o l l s ,  H o r n a k ,  &  A n d r e w s ,  2 0 0 1 ) ,  心 の 理 論  

( C a s t e l l i  e t  a l . ,  2 0 0 0 ;  F r i t h  &  F r i t h ,  2 0 0 3 ;  

G a l l a g h e r ,  H a p p e ,  B r u n s w i c k ,  F l e t c h e r ,  F r i t h ,  &  

F r i t h ,  2 0 0 0 ;  V o g e l e y ,  B u s s f e l d ,  N e w e n ,  H e r r m a n n ,  

H a p p e ,  F a l k a i ,  M a i e r ,  S h a h ,  F i n k ,  &  Z i l l e s ,  2 0 0 1 ) 等

が あ げ ら れ る  ( 図 3 . 1 . 1 参 照 ) 。  

ま た ， 内 側 前 頭 前 皮 質 に 隣 接 し た 前 部 帯 状 回
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( r o s t r a l  c i n g u l a t e  z o n e : R C Z や c a u d a l  c i n g u l a t e  

z o n e : C C Z ， 図 3 . 1 . 1 参 照 ) で は ， 行 動 選 択 機 能 が 達 成

さ れ て い る  ( P i c a r d  &  S t r i c k ,  2 0 0 1 ) 。 特 に ， R C Z で

は 反 応 競 合 の 検 出 が な さ れ て い る と い わ れ て い る   

( C a r t e r  e t  a l . ,  1 9 9 8 ) 。 反 応 競 合 と は ， 相 反 す る 複 数

の 反 応 が 活 性 化 し た 状 態 の こ と で あ り ， 反 応 競 合 の 検

出 と は そ の 競 合 の 量 を 評 価 す る シ ス テ ム の こ と で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 本 研 究 は 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 と い う 現 象

が ， 自 己 知 識 の 活 性 化 の 性 質 を 示 唆 す る も の で あ る

と し て ， そ の 現 象 を 取 り 上 げ て き た 。 し か し ， 自 己

知 識 課 題 以 外 で も 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 が 起 こ

る と い う こ と に よ っ て ， 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加

と い う 現 象 が 自 己 知 識 の 性 質 を 示 唆 す る も の で あ る

と 考 え る こ と 自 体 が 間 違 い だ っ た の で は な い か と 思

わ れ る か も し れ な い 。 だ が ， そ う で は な い 。 記 憶 促

進 を も た ら す 課 題 が 自 己 知 識 課 題 だ け で は な い の に

も か か わ ら ず ， 自 己 知 識 課 題 に よ る 記 憶 促 進 ( 自 己

関 連 づ け 効 果 ) と い う 現 象 が ， 自 己 知 識 の 性 質 を 示

唆 す る も の で あ る こ と に 変 わ り は な い こ と と 同 じ よ

う に ， 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 を も た ら す 課 題 が

自 己 知 識 課 題 だ け で な く て も ， 自 己 知 識 課 題 に よ る

内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 と い う 現 象 が ， 自 己 知 識

の 性 質 を 示 唆 す る も の で あ る と い う こ と に 変 わ り は

な い 。   
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検 出 さ れ た 反 応 競 合 の 量 に 応 じ て ， ど ち ら か の 反 応 を

選 択 す る た め の 認 知 制 御 が な さ れ る と 考 え ら れ て い る  

( B o t o v i n i c k ,  B r a v e r ,  B a r c h ,  C a r t e r ,  &  C o h e n ,  2 0 0 1 ;  

T a k e z a w a  &  M i y a t a n i ,  2 0 0 5 ) 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ れ ら の 知 見 か ら ， 内 側 前 頭 前 皮 質 で は 競 合 を 解

消 す る た め の 情 報 ， す な わ ち 行 動 選 択 の 基 準 が 処 理

さ れ て い る と 考 え ら れ る 。 我 々 の 日 常 は 行 動 選 択 の

連 続 で あ る 。 進 路 選 択 や 対 人 場 面 に お け る 振 る 舞 い

等 と い っ た 社 会 的 な 行 動 選 択 に は ， し ば し ば 複 数 の

道徳判断

心の理論

報酬・罰

 
図 3 . 1 . 1  自 己 知 識 の 活 性 化 以 外 の 情 報 処 理 で も 活

動 す る 内 側 前 頭 前 皮 質 部 位 と ， 行 動 選 択

に 関 わ る 前 部 帯 状 回 の 部 位 ( R C Z と

C C Z ) 。  
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選 択 肢 が 存 在 す る 。 そ の よ う な 競 合 状 態 を 解 消 す る ，

す な わ ち ど れ か の 行 動 選 択 肢 を 選 ぶ た め の 基 準 と し

て ， 道 徳 的 知 識 や ， 成 功 ・ 失 敗 経 験  ( 報 酬 ・ 罰 ) ， 心

の 理 論 ， 他 者 知 識 ， 自 己 知 識 と い っ た ， 内 側 前 頭 前

皮 質 に お い て 処 理 さ れ て い る 情 報 が 機 能 し て い る と

考 え ら れ る 。 例 え ば ， 他 者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

場 面 に お い て ， ど の よ う に 振 る 舞 う べ き か に つ い て

の 行 動 の 選 択 肢 に は ， 礼 儀 正 し く 振 る 舞 う ， 冗 談 を

言 う ， 話 を 聞 く ， な ど ， 様 々 な 選 択 肢 が あ る 。 そ の

ど の 行 動 を と る か を 決 め る 際 に は ， 相 手 が 年 上 か ，

年 下 か ， 上 下 関 係 に 厳 し い 人 か  ( 他 者 知 識 ) ， 年 上 に

は ど う 振 る 舞 う べ き か  ( 道 徳 的 知 識 ) ， 自 分 は 話 し が

上 手 か ， 下 手 か ， ひ ょ う き ん か  ( 自 己 知 識 ) ， 相 手 は

今 ど う 感 じ て い る か  ( 心 の 理 論 ) ， 以 前 こ の 話 を し て

笑 い を と れ た か ， 場 が し ら け た か  ( 報 酬 ・ 罰 ) ， な ど

と い っ た 情 報 が 参 照 さ れ て い る と 考 え ら れ る 。 こ れ

ら の 情 報 は 行 動 選 択 に 素 早 く 利 用 で き る よ う に す る

た め に ， 前 部 帯 状 回 に 隣 接 し た 内 側 前 頭 前 皮 質 に お

い て 処 理 さ れ て い る と 考 え ら れ る 。 こ の 行 動 選 択 基

準 仮 説 で は ， 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 を 引 き 起 こ

す 課 題 と 引 き 起 こ さ な い 課 題 の 違 い は ， そ の 課 題 に

お い て 処 理 さ れ る 情 報 が ， 複 数 の 行 動 選 択 肢 が 存 在

す る 社 会 的 行 動 選 択 場 面 な ど に お い て ， 行 動 選 択 の

基 準 と し て 利 用 さ れ て き た 頻 度 に 依 存 す る と 考 え る 。  

内 側 前 頭 前 皮 質 に お い て 行 動 選 択 の 基 準 と な る 情
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報 が 処 理 さ れ て い る と い う こ と は ， 損 傷 研 究 か ら も

示 唆 さ れ る 。 例 え ば ， 両 側 の 内 側 前 頭 前 野 を 損 傷 し

た 患 者 は ， 深 刻 な 無 気 力 や 環 境 に 対 す る 無 頓 着 と い

っ た 症 状 を 示 す 無 言 無 動 症 に な る こ と が 多 い と い う

報 告  ( M e g a  &  C u m m i n g s ,  1 9 9 7 )  や ， 両 側 の 内 側 前 頭

前 野 を 損 傷 し た 患 者 E . V . R . は 知 能 検 査 の 成 績 は 正 常

に 保 た れ て い た が ， 自 ら の 人 生 を 設 計 す る 能 力 が 損 な

わ れ ， 職 を 失 っ た り ， 離 婚 し た り し た と い う 報 告  

( E s l i n g e r  &  D a m a s i o ,  1 9 8 5 ) が あ る 。  

自 己 知 識 に 関 し て ， 行 動 選 択 基 準 仮 説 で は ， 行 動 選

択 の 基 準 と し て 頻 繁 に 参 照 さ れ る と い う こ と が ， 自 己

知 識 の 最 も 基 本 的 な 性 質 で あ る と 考 え る 。 そ の 他 の 自

己 知 識 の 性 質 や 自 己 知 識 の 活 性 化 に 伴 う 現 象  ( 内 側 前

頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 や 自 己 関 連 づ け 効 果 ) は ， そ の 基

本 的 な 性 質 か ら 生 じ く る も の で あ る と 考 え る 。 本 研

究 で 明 ら か と な っ た 自 己 知 識 の 性 質 に つ い て も ， 行

動 選 択 基 準 仮 説 に 基 づ き ， 以 下 の よ う に 説 明 す る こ

と が で き る 。  

研 究 1 に お い て 示 さ れ た ， 社 会 的 評 価 判 断 が な さ

れ る ， と い う 自 己 知 識 の 性 質 は ， 適 応 的 な 行 動 選 択

を す る た め に ， 行 動 選 択 の 基 準 と な る 自 己 知 識 を 参

照 す る 際 ， そ れ が 望 ま し い も の で あ る か ど う か が 処

理 さ れ る よ う に な っ て い る こ と に よ っ て 生 じ る 性 質

で あ る と 説 明 で き る 。 F o s a t t i  e t  a l .  ( 2 0 0 3 )  は ， 望

ま し い 語 に つ い て 自 己 知 識 課 題 を 行 っ た と き の 方 が ，
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望 ま し く な い 語 に つ い て 自 己 知 識 課 題 を お こ な っ た

と き よ り も ， 内 側 前 頭 前 皮 質 で 活 動 増 加 が 認 め ら れ

た と 報 告 し て い る 。 こ の 結 果 は ， 内 側 前 頭 前 皮 質 に

お い て も ， 自 己 知 識 の 望 ま し さ が 区 別 さ れ て い る 可

能 性 を 示 唆 し て い る 。 自 己 知 識 で も 望 ま し い 性 質 の

方 が ， 行 動 選 択 の た め の 基 準 と し て よ く 利 用 さ れ る

こ と が ， こ の 結 果 に 反 映 さ れ て い る と 考 え ら れ る 。  

ま た ， 研 究 4 で 示 さ れ た ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ に よ

っ て 活 性 化 す る と い う 自 己 知 識 の 性 質 は ， 自 己 の 内

的 な 状 態 を 直 接 的 に 知 覚 す る 能 力 に は 限 界 が あ る た

め ， 内 的 状 態 の 判 断 の 際 に は 競 合 が 生 じ や す く ， そ

の 競 合 の 解 消 の た め に 自 己 知 識 が 判 断 の 基 準 と し て

参 照 さ れ る こ と を 反 映 し た 性 質 で あ る と 考 え ら れ る 。

研 究 4 で は 名 詞 の 中 性 語 を 用 い て い た た め ， 自 己 モ

ニ タ リ ン グ 課 題  ( 快 く 感 じ ま す か ？ )  の 判 断 が つ き

に く く ， 特 に 競 合 が 生 じ や す く な っ て い た と 考 え ら

れ る 。 実 際 ， 同 様 に 名 詞 の 中 性 語 を 刺 激 と し た 研 究

3 に お い て ， 前 部 帯 状 回 の R C Z に 含 ま れ る 部 位 が 活

動 し て い た  ( 図 2 . 2 . 3 ， 表 2 . 2 . 3 ) 。 お そ ら く ， 実 験 参

加 者 に 強 い 感 情 反 応 を 引 き 起 こ す よ う な 刺 激 を 用 い た

場 合 に は ， 競 合 が 強 く 生 起 す る こ と は な く ， 自 己 モ ニ

タ リ ン グ に よ っ て ， 自 己 知 識 の 活 性 化 は 起 こ ら な い で

あ ろ う 。 い ず れ に せ よ ， こ の 研 究 4 の 結 果 は ， 自 己

モ ニ タ リ ン グ の 際 に ， 自 己 知 識 が 活 性 化 さ れ る こ と

が あ る こ と を 示 し て お り ， 行 動 選 択 の 基 準 と し て 自
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己 知 識 が 参 照 さ れ る 機 会 が あ る こ と を 示 し て い る 。  

 研 究 2 に お い て ， 自 己 知 識 課 題 に お け る 脳 活 動 を ，

他 者 知 識 課 題 を 対 照 条 件 と し て 比 較 し た と こ ろ ， 内

側 前 頭 前 皮 質 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た 。 こ の

結 果 は K e l l e y  e t  a l .  ( 2 0 0 2 )  の 結 果 と は 異 な っ て い

た 。 研 究 2 に お け る 考 察 で は ， 他 者 知 識 課 題 に お い

て 参 照 す る 他 者 の 親 密 性 の 違 い を そ の 理 由 と し て 取

り 上 げ た 。 し か し ， な ぜ 親 密 な 他 者 に つ い て の 課 題

で あ れ ば 自 己 知 識 課 題 の 場 合 の よ う に 内 側 前 頭 前 皮

質 の 活 動 増 加 が 見 ら れ る の か は 不 明 で あ っ た 。 こ の

点 に つ い て も ， 行 動 選 択 基 準 仮 説 か ら の 説 明 が 可 能

で あ る 。 日 常 的 に 接 す る 親 密 な 他 者 に つ い て の 知 識

は ， そ の 他 者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 場 面 に お け る

行 動 選 択 の 基 準 と し て 参 照 さ れ る た め ， 内 側 前 頭 前

皮 質 で 処 理 さ れ る よ う に な っ て い る と 考 え ら れ る 。

し か し ， 大 統 領 の よ う な 日 常 的 に 接 し て い な い 他 者

に つ い て の 知 識 は ， 行 動 選 択 の 基 準 と し て 利 用 さ れ

る 機 会 が な い た め ， 内 側 前 頭 前 皮 質 に お い て 処 理 さ

れ る よ う に な っ て い な い と 考 え ら れ る 。  

 こ の よ う に ， 行 動 選 択 基 準 仮 説 は ， 従 来 の “ 自 己

知 識 の 活 性 化 の 際 に は ， ど の よ う な 情 報 処 理 が な さ

れ て い る の か ” と い う 観 点 か ら 主 張 さ れ て き た 仮 説

と は 異 な り ， 本 研 究 で 示 さ れ た 自 己 知 識 の 性 質 と 内

側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 パ タ ー ン ， そ し て 他 の 脳 イ メ ー

ジ ン グ 研 究 や 損 傷 研 究 の 知 見 に つ い て の 統 一 的 な 説
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明 を 可 能 と す る 。  

 

3 )自 己 関 連 づ け 効 果 の 生 起 理 由  

 

行 動 選 択 基 準 仮 説 は ， 本 研 究 で 明 ら か と な っ た 自

己 知 識 の 性 質 や ， 内 側 前 頭 前 皮 質 の 機 能 に つ い て の

仮 説 と し て 提 案 し た 。 し か し ， 行 動 選 択 基 準 仮 説 は

自 己 関 連 づ け 効 果 の 生 起 理 由 に つ い て の 説 明 に も 示

唆 を 与 え る 。 行 動 選 択 基 準 仮 説 で は 自 己 知 識 が 頻 繁

に 行 動 選 択 の 基 準 と し て 使 用 さ れ る こ と が ， 自 己 関

連 づ け 効 果 の 生 起 理 由 と な っ て い る と 考 え る 。  

H i g g i n s ,  K i n g ,  &  M a v i n  ( 1 9 8 2 )  は ， 特 性 概 念 等 の

コ ン ス ト ラ ク ト の 中 に は ， 頻 繁 に 使 用 さ れ る も の と

そ う で な い も の が あ り ， 頻 繁 に 使 用 さ れ る コ ン ス ト

ラ ク ト は 記 憶 か ら の 取 り 出 し が 容 易 に な っ て い る  

( ア ク セ ス ビ リ テ ィ が 高 く な っ て い る )  こ と ， そ し て

そ の た め そ れ に 関 連 す る 情 報 は 効 率 的 に 処 理 さ れ る

こ と を 示 し た 。 こ の こ と か ら ， 自 己 知 識 は 行 動 選 択

の 基 準 と し て 頻 繁 に 参 照 さ れ て い る た め ， 自 己 知 識

の ア ク セ ス ビ リ テ ィ が 高 く な っ て お り ， そ の 自 己 知

識 に 関 連 づ け た 処 理 を 行 う と 自 己 関 連 づ け 効 果 が 生

じ る ， と 説 明 す る こ と が で き る 。 ま た ， 自 己 関 連 づ

け 効 果 だ け で は な く ， 自 己 に 対 す る 判 断 が 速 い と い

う こ と も ， 頻 繁 に 使 用 さ れ る コ ン ス ト ラ ク ト は 効 率

的 に 処 理 さ れ る と い う こ と か ら 説 明 が 可 能 で あ る 。  
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ま た ， K e e n a n  &  B a i l l e t  ( 1 9 8 0 )  は ， 親 密 度 が 高 い

他 者 に つ い て の 判 断 を 行 っ た 場 合 ほ ど ， 記 憶 成 績 と

反 応 時 間 の パ フ ォ ー マ ン ス が 自 己 知 識 課 題 の 場 合 に

近 づ く こ と を 示 し て い る 。 こ の こ と も ， 親 密 度 の 違

い を ， そ の 他 者 の 知 識 が 参 照 さ れ る 頻 度 の 違 い と し

て 捉 え 直 す こ と で ， 同 様 に 説 明 す る こ と が で き る 。

す な わ ち ， 親 密 で あ る 他 者 ほ ど コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

の 機 会 が 多 く ， そ の 他 者 に つ い て の 知 識 を 行 動 選 択

の 基 準 と し て 参 照 す る 機 会 が 多 く な る た め ， 記 憶 成

績 や 反 応 時 間 が 自 己 知 識 課 題 の 場 合 に 近 づ く と 考 え

ら れ る 。  

こ の よ う に ， 記 憶 促 進 や 判 断 の 速 さ と い っ た 自 己

知 識 の 活 性 化 に 伴 う 現 象 は ， 自 己 知 識 の 特 別 な 性 質

に 起 因 し て い る の で は な く ， 行 動 選 択 の 基 準 と し て

参 照 さ れ る 頻 度 に 起 因 し て い る と 説 明 で き る 。 行 動

選 択 の 基 準 と し て 頻 繁 に 参 照 さ れ る こ と に よ っ て ，

参 照 さ れ て い る 知 識 の ア ク セ ス ビ リ テ ィ が 高 く な り ，

そ の 知 識 と 関 連 づ け る こ と に よ る 記 憶 促 進 や ， 判 断

の 速 さ が 生 じ る と 考 え ら れ る 。 そ の た め ， も し 自 己

知 識 よ り も 道 徳 的 知 識 を 基 準 と し て 行 動 選 択 を 行 っ

て い る 個 人 が 存 在 し た 場 合 ， 自 己 知 識 に 関 連 づ け た

処 理 を 行 う よ り も ， 道 徳 的 知 識 に 関 連 づ け た 処 理 を

行 っ た 方 が 記 憶 成 績 も よ く ， 素 早 い 判 断 が な さ れ る

で あ ろ う 。  

し か し ， こ の 説 明 に は ， あ る 知 識 の 使 用 頻 度 が 多
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い と い う こ と が ， そ の 知 識 の 活 性 化 過 程 に ど の よ う

に 反 映 さ れ る の か に つ い て の 説 明 が 欠 け て い る 。 従

来 の 自 己 関 連 づ け 効 果 研 究 で 問 題 と さ れ て き た の は ，

“ 自 己 知 識 の 活 性 化 の 際 に は ， ど の よ う な 情 報 処 理

が な さ れ て い る の か ” と い う こ と で あ っ た 。 本 研 究

で 示 さ れ た ， 自 己 知 識 の 性 質 や 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活

動 増 加 と い う 現 象 を 統 一 的 に 説 明 す る 枠 組 み と し て

は ， こ の 観 点 か ら の 説 明 は 不 十 分 で あ っ た が ， こ の

問 い そ の も の に 意 味 が な い わ け で は な い 。 こ の 問 い

が ， 解 明 す べ き 問 題 で あ る こ と に 変 わ り は な い 。  

自 己 知 識 の 使 用 頻 度 の 多 さ が 自 己 知 識 の 活 性 化 過

程 に ど う 反 映 さ れ る の か ， と い う 問 い に 対 す る 1 つ

の 説 明 と し て 考 え ら れ る の は ， 行 動 選 択 基 準 仮 説 に

社 会 的 評 価 仮 説 を 組 み 込 ん だ 説 明 で あ る 。 研 究 1 か

ら ， 自 己 知 識 の 活 性 化 の 際 に 社 会 的 評 価 判 断 が な さ

れ て い る こ と は 示 さ れ た 。 し か し ， 研 究 2 で は ， 自

己 知 識 課 題 の 場 合 ほ ど 社 会 的 評 価 課 題 に お い て は 記

憶 成 績 が 伸 び な か っ た こ と か ら ， 自 己 関 連 づ け 効 果

を 説 明 す る も の と し て は 不 十 分 で あ る と い え る 。 し

か し ， 自 己 知 識 に つ い て の 判 断 の 速 さ を 説 明 す る も

の と し て 社 会 的 評 価 仮 説 を 組 み 込 む こ と は 有 効 で あ

る 。 先 述 し た よ う に ， F o s a t t i  e t  a l .  ( 2 0 0 3 )  は ， 望

ま し い 語 に つ い て 自 己 知 識 課 題 を 行 っ た と き と ， 望

ま し く な い 語 に つ い て 自 己 知 識 課 題 を お こ な っ た と

き で ， 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 に 差 が 見 ら れ た と 報 告
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し て お り ， 内 側 前 頭 前 皮 質 に お い て 自 己 知 識 の 望 ま

し さ が 区 別 さ れ て い る 可 能 性 が あ る 。 ま た ， N a k a o  

&  M i y a t a n i  ( 2 0 0 5 )  は 特 性 概 念 が そ の 望 ま し さ に よ

っ て 区 別 さ れ て 記 憶 さ れ て い る 場 合 ， そ の 特 性 概 念

に つ い て の 判 断 が 素 早 く な さ れ る こ と を 示 し て い る 。

こ の こ と は ， 望 ま し さ に よ る 知 識 の 区 別 が ， 知 識 量

の 多 さ に よ る 記 憶 検 索 時 の 干 渉 を 低 減 し ， 効 率 的 な

処 理 が な さ れ る た め で あ る と 解 釈 さ れ て い る 。  

こ れ ら の 知 見 と 行 動 選 択 基 準 仮 説 か ら ， 自 己 知 識

の 使 用 頻 度 の 多 さ が 自 己 知 識 の 活 性 化 過 程 に ど う 反

映 さ れ る の か に つ い て は ， “ 行 動 選 択 の 基 準 と し て

頻 繁 に 参 照 さ れ る 自 己 知 識 は ， 適 応 的 な 行 動 選 択 の

た め に ， 望 ま し さ に よ っ て 区 別 さ れ て お り ， そ の こ

と が 自 己 知 識 に つ い て の 判 断 の 速 さ を も た ら す ” と

説 明 す る こ と が で き る 。 し か し ， 記 憶 促 進 を も た ら

す 自 己 知 識 の 活 性 化 過 程 に つ い て は ， こ の 社 会 的 評

価 仮 説 を 組 み 込 ん だ 説 明 で は 不 十 分 で あ る 。 自 己 知

識 の 使 用 頻 度 の 多 さ が 自 己 知 識 の 活 性 化 過 程 に ど う

反 映 さ れ る の か に つ い て は ， さ ら な る 検 討 が 必 要 で

あ る 。  

 

4)ま と め  

 

本 研 究 の 目 的 は ， 社 会 的 評 価 仮 説 と 自 己 モ ニ タ リ

ン グ 仮 説 を 検 討 す る こ と に よ り ， 内 側 前 頭 前 皮 質 の
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活 動 増 加 を も た ら す 自 己 知 識 の 性 質 を 明 ら か す る ，

と い う も の で あ っ た 。 し か し ， こ れ ら 2 つ の 仮 説 は ，

内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 を も た ら す 自 己 知 識 の 性

質 を 説 明 す る も の で は な い こ と が 明 ら か と な っ た 。  

し か し ， 本 研 究 か ら は ， 自 己 知 識 の 活 性 化 の 際 に

社 会 的 評 価 判 断 が な さ れ る と い う 自 己 知 識 の 性 質

( 研 究 1 ) と ， 自 己 知 識 は 自 己 モ ニ タ リ ン グ の 際 に 活

性 化 す る と い う 自 己 知 識 の 性 質 ( 研 究 4 ) が 明 ら か と

な っ た 。 ま た ， 自 己 知 識 の 活 性 化 に 伴 う 内 側 前 頭 前

皮 質 の 活 動 増 加 が 社 会 的 評 価 判 断 に よ る も の で あ る

と は 考 え に く い こ と ( 研 究 2 ) ， 自 己 知 識 の 活 性 化 と

自 己 モ ニ タ リ ン グ で は 共 通 し て 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活

動 増 加 が み ら れ る こ と ( 研 究 3 ) も 明 ら か と な っ た 。

本 研 究 で は こ れ ら 知 見 に 基 づ き ， 内 側 前 頭 前 皮 質 の

活 動 増 加 を も た ら す 自 己 知 識 の 性 質 に つ い て の 新 た

な 仮 説 で あ る ， 行 動 選 択 基 準 仮 説 を 提 案 し た 。 こ の

仮 説 は 自 己 関 連 づ け 効 果 と い う 記 憶 現 象 の 生 起 理 由

に も 1 つ の 説 明 を 与 え る も の で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 86 

第 2 節  今 後 の 課 題  
  

本 研 究 で 提 案 し た 行 動 選 択 基 準 仮 説 は ， 内 側 前 頭

前 皮 質 の 活 動 増 加 を も た ら す 課 題 の 種 類 と ， 隣 接 す

る 前 部 帯 状 回 の 機 能 に つ い て の 知 見 に 基 づ い て 導 か

れ た も の で あ る 。 し か し ， 内 側 前 頭 前 皮 質 に お い て

行 動 選 択 の 基 準 と な る 情 報 が 処 理 さ れ て い る こ と の

直 接 的 な 証 拠 は な い 。 こ の 仮 説 と 一 致 す る 損 傷 研 究

の 知 見 も あ る が ， 実 験 的 に 検 討 す る こ と で さ ら な る

証 拠 を 示 す こ と が で き よ う 。 例 え ば ， 日 常 的 に は 行

動 選 択 の 基 準 と し て 利 用 し な い よ う な 情 報 を ， 行 動

選 択 の 基 準 と し て 利 用 し な け れ ば な ら な い よ う な 事

態  ( 人 間 と は 異 な る 反 応 を 表 出 す る ロ ボ ッ ト と の コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 場 面 な ど )  に 実 験 参 加 者 を お く 。

そ し て ， そ の 事 態 に お け る 行 動 選 択 が ス ム ー ズ に な

さ れ る よ う に な っ た 後 に ， そ の 情 報 の 活 性 化 が 内 側

前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 を も た ら す か ど う か ， を 検 討

す る ， と い っ た 実 験 が 考 え ら れ る 。  

 ま た ， 行 動 選 択 基 準 仮 説 に は さ ら に 詳 細 に 説 明 す

べ き 点 が あ る 。 一 つ は ， ど の よ う に し て 数 多 く の 行

動 選 択 の 基 準 か ら ， 適 切 な 基 準 が 選 択 さ れ る の か と

い う 点 で あ る 。 環 境 か ら 入 力 さ れ る 課 題 に つ い て の

情 報 に よ り 活 性 化 拡 散 が 起 こ る こ と で ， 適 切 な 基 準

が 選 択 さ れ る の か ， あ る い は 情 報 間 に 相 互 抑 制 結 合

が あ り ， 課 題 に つ い て の 入 力 に 応 じ て 異 な る 基 準 が
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選 択 さ れ る よ う に な っ て い る の か ， と い っ た よ う に

現 時 点 で は い く つ か の 可 能 性 が 考 え ら れ る 。  

も う 一 つ の 説 明 す べ き 点 は ， 競 合 検 出 が な さ れ ，

そ の 競 合 の 量 に 関 す る 情 報 が 内 側 前 頭 前 皮 質 に 伝 え

ら れ た 場 合 ， 内 側 前 頭 前 皮 質 に お け る 情 報 は ど の よ

う な 影 響 を 受 け る の か と い う 点 で あ る 。 競 合 を 解 消

す る 情 報 と し て 内 側 前 頭 前 皮 質 に お け る 情 報 が 機 能

す る の で あ れ ば ， こ の 点 に つ い て も 詳 細 に 説 明 し て

い く 必 要 が あ る 。  

こ れ ら 2 つ の 点 に つ い て は ， 並 列 分 散 処 理  

( p a r a l l e l  d i s t r i b u t e d  p r o c e s s i n g :  P D P )  モ デ ル を 用 い

る こ と が ， よ り 詳 細 な 説 明 や 仮 説 を 得 る の 有 効 で あ

る と 思 わ れ る 。 P D P モ デ ル と は ， 神 経 細 胞 の 性 質 を

ふ ま え た 処 理 ユ ニ ッ ト を 組 み 合 わ せ た ネ ッ ト ワ ー ク

を 構 築 し ， 行 動 デ ー タ な ど の パ フ ォ ー マ ン ス を シ ミ

ュ レ ー ト す る こ と で ， 認 知 メ カ ニ ズ ム を 理 解 し よ う

と す る ア プ ロ ー チ で あ る 。 N o w a k ,  V a l l a c h e r ,  T e s s e r ,  

B o r k o w s k i  ( 2 0 0 0 )  は ， P D P モ デ ル に よ っ て ， 自 己 知

識 間 の 相 互 影 響 過 程 を シ ミ ュ レ ー ト し て い る 。 こ の

モ デ ル を 応 用 す る こ と に よ っ て ， 行 動 選 択 の 基 準 と

な る 情 報 間 の 関 係 を モ デ ル 化 し ， ど の よ う な 場 合 に

ど の 情 報 が 行 動 選 択 の 基 準 と し て 採 択 さ れ る の か を

シ ミ ュ レ ー ト す る こ と が で き る と 考 え ら れ る 。  

ま た ， 反 応 競 合 の 検 出 と い う 考 え 方 を 提 唱 し た

B o t o v i n i c k  e t  a l .  ( 2 0 0 1 )  は ， 検 出 さ れ た 反 応 競 合 の
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量 が 行 動 制 御 に 影 響 を 与 え る 過 程 を ， P D P モ デ ル に

よ っ て 示 し て い る 。 彼 ら の モ デ ル に ， 行 動 選 択 の 基

準 を 表 象 す る 長 期 記 憶 を 組 み 込 む こ と で ， 行 動 選 択

基 準 仮 説 を 具 体 的 な モ デ ル と し て 示 す こ と が で き る

と 考 え ら れ る 。 こ の モ デ ル 化 の 過 程 で ， 検 出 さ れ た

競 合 の 量 が 内 側 前 頭 前 皮 質 に お け る 情 報 に ど の よ う

な 影 響 を 与 え る の か と い う 点 に つ い て の ， 具 体 的 な

仮 説 を 示 す こ と が で き よ う 。  

 こ の よ う に ， 行 動 選 択 基 準 仮 説 自 体 に 検 討 す べ き

点 は い く つ か 存 在 す る 。 し か し ， 第 3 章 第 1 節 で 述

べ た よ う に ， こ の 仮 説 に 基 づ く 考 察 か ら ， い く つ か

の 具 体 的 な 検 討 点 を 示 す こ と が で き る 。 例 え ば ， 研

究 4 で 示 さ れ た ， 自 己 モ ニ タ リ ン グ に よ っ て 活 性 化

す る と い う 性 質 は ， 行 動 選 択 基 準 仮 説 に よ れ ば ， 自 己

の 内 的 な 状 態 を 直 接 的 に 知 覚 す る 能 力 の 限 界 の た め に

競 合 が 生 じ ， 自 己 知 識 が 判 断 の 基 準 と し て 参 照 さ れ る

こ と か ら 生 じ る 性 質 で あ る と 説 明 さ れ る 。 こ の こ と か

ら ， 実 験 参 加 者 に 強 い 感 情 反 応 を 引 き 起 こ す よ う な 刺

激 を 用 い た 場 合 に は ， 競 合 が 生 じ る こ と は な く ， 自 己

モ ニ タ リ ン グ に よ っ て 自 己 知 識 が 活 性 化 さ れ る こ と は

な い の で は な い か ， と い う 具 体 的 な 予 測 を 導 く こ と が

で き る 。  

ま た ， 自 己 関 連 づ け 効 果 に つ い て は ， 行 動 選 択 基 準

仮 説 か ら ， 自 己 知 識 が 行 動 選 択 の 基 準 と し て 頻 繁 に 参

照 さ れ る こ と が 原 因 で あ る と 説 明 さ れ る 。 こ の こ と か
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ら ， 道 徳 的 知 識 に 関 連 さ せ て 記 銘 語 の 判 断 を 行 う 課 題

を 自 己 知 識 課 題 の 対 照 課 題 と し て ， 記 憶 成 績 を 比 較 し

た 場 合 ， 道 徳 を 重 視 し て 行 動 を 選 択 し て い る 人  ( も し

く は そ の よ う な 文 化 圏 に あ る 人 々 )  で は ， 自 分 の 価 値

観 な ど と い っ た 自 己 知 識 を 重 視 し て 行 動 を 選 択 し て い

る 人  ( も し く は そ の よ う な 文 化 圏 に あ る 人 々 )  の 場 合

ほ ど ， 自 己 関 連 づ け 効 果 は 明 確 に 見 ら れ な い と 予 測 さ

れ る 。  

 こ の よ う に ， 行 動 指 標 に よ る 研 究 と 脳 イ メ ー ジ ン グ

研 究 ， そ し て P D P モ デ ル に よ る シ ミ ュ レ ー シ ョ ン な

ど ， 多 様 な 手 法 を 用 い た ア プ ロ ー チ を 行 い ， 行 動 選 択

基 準 仮 説 を 検 討 す る こ と で ， 自 己 知 識 の 性 質 や ， そ れ

に 関 わ る 内 側 前 頭 前 皮 質 の 機 能 へ の 理 解 が 深 ま っ て い

く こ と が 期 待 さ れ る 。  
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i n d e p e n d e n t  t h o u g h t .  N e u r o r e p o r t ,  7 ,  2 0 9 5 - 2 0 9 9 .  
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G r a f m a n ,  J .  ( 2 0 0 2 ) .  F u n c t i o n a l  n e t w o r k s  i n  
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i n t e g r a t i o n  s p e e d s  t r a i t  p r o c e s s i n g .  P s y c h o l o g i c a l  

R e p o r t s ,  9 7 ,  8 1 0 - 8 1 8 .  
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付 録 A 研 究 1 で 用 い た 刺 激 の リ ス ト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 表 意 文 字 で あ る 漢 字 の 使 用 に よ り ， 意 味 課 題 に お

け る 定 義 の 難 易 度 判 断 に 影 響 が 生 じ る 可 能 性 が 考

え ら れ た た め ， ひ ら が な 表 記 と し た 。  

 

 

本 試 行 用  

や か ま し い  お と な し い  

お ん こ う な  ど う じ ょ う て き な  

し つ こ い  ひ か ん て き な  

お し ゃ べ り な  し っ と ぶ か い  

え ん ま ん な  が ん こ な  

し ゃ こ う て き な  し ん け い し つ な  

な ご や か な  ね っ し ん な  

ま じ め な  そ そ っ か し い  

び ん か ん な  け ん き ょ な  

が ま ん づ よ い  わ す れ っ ぽ い  

じ ゅ う じ ゅ ん な  せ わ ず き な  

い い か げ ん な  お ち つ い た  

し ん せ つ な  の ん び り し た  

あ き っ ぽ い  せ い じ つ な  

ひ と の よ い  か ん だ い な  

き ち ょ う め ん な  う ち き な  

き ま ぐ れ な  ひ か え め な  

お く び ょ う な  り く つ っ ぽ い  

き ま ま な  ゆ う う つ な  

し ん ち ょ う な  げ ん き な  

な さ け ぶ か い  ひ ょ う き ん な  

か つ ど う て き な  か ん が え ぶ か い  

ほ が ら か な  き ら く な  

で し ゃ ば り な  げ ん か く な  

ゆ う か ん な  む せ き に ん な  

け い そ つ な  か ん じ ょ う て き な  

か ち き な  む き り ょ く な  

れ い せ い な  お だ や か な  

み え っ ぱ り な  む く ち な  

ら っ か ん て き な  し ょ う じ き な  

ゆ う べ ん な  そ ら ぞ ら し い  

や さ し い  ら ん ぼ う な  

よ う き な  こ ど く な  

せ っ か ち な  い じ わ る な  

お こ り っ ぽ い  き ん べ ん な  

れ い た ん な  ひ と り よ が り な  

 

練 習 用  

も う も く て き な  

ふ と っ ぱ ら な  

う た が い ぶ か い  

ぶ あ い そ う な  

き き じ ょ う ず な  

し ん ぱ い し ょ う の  

な れ な れ し い  

お お げ さ な  

む と ん ち ゃ く な  

ほ ら ふ き な  

じ ゅ ん し ん な  

む こ う み ず な  

れ い ぎ た だ し い  

せ わ し い  

く よ く よ し た  

し ょ う き ょ く て き な  

ひ と な つ っ こ い  

ふ あ ん て い な  
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付 録 B 研 究 2 で 用 い た 刺 激 の リ ス ト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※ 研 究 1 で は ひ ら が な 表 記 の 刺 激 リ ス ト を 用 い た が ，

実 験 参 加 者 か ら ,読 み に く い と の 指 摘 が あ っ た た

め ， 研 究 2 以 降 は 漢 字 仮 名 交 じ り 表 記 と し た 。  

 

 

 

 

リ ス ト 1  リ ス ト 2  リ ス ト 3  リ ス ト 4  
考 え 深 い  積 極 的 な  情 け 深 い  世 話 好 き な  
一 生 懸 命 な  慎 重 な  努 力 す る  ほ が ら か な  
親 身 な  礼 儀 正 し い  明 る い  や さ し い  
責 任 感 の あ る  人 な つ っ こ い  ま じ め な  せ い じ つ な  
向 上 心 の あ る  寛 大 な  勇 敢 な  人 情 に 厚 い  
ね っ し ん な  自 発 的 な  し ょ う じ き な  落 ち 着 い た  
が ま ん 強 い  あ き っ ぽ い  善 意 の あ る  思 い や り の あ る  
友 情 の あ る  す な お な  愛 嬌 の あ る  純 真 な  
活 動 的 な  同 情 心 の あ る  粘 り 強 い  人 あ た り の よ い  
愛 想 の よ い  し ん せ つ な  協 調 的 な  勤 勉 な  
な ご や か な  お だ や か な  け ん き ょ な  ひ ょ う き ん な  
よ う き な  包 容 力 の あ る  慎 み 深 い  度 胸 の あ る  
柔 軟 な  元 気 の よ い  お っ と り し た  流 ち ょ う な  
り ち ぎ な  社 交 的 な  注 意 深 い  聞 き 上 手 な  
太 っ 腹 な  意 志 の 強 い  献 身 的 な  お ん こ う な  
無 気 力 な  で し ゃ ば り な  い じ わ る な  人 の せ い に す る  
し つ こ い  悲 観 的 な  無 責 任 な  打 算 的 な  
そ ざ つ な  探 求 心 の な い  や か ま し い  ひ に く っ ぽ い  
み え っ ぱ り な  ぶ あ い そ う な  盲 目 的 な  度 量 の 狭 い  
口 汚 い  い く じ な し  け じ め の な い  根 気 の な い  
し っ と 深 い  む ご い  冷 酷 な  め め し い  
中 途 半 端 な  軟 弱 な  こ む ず か し い  そ ら ぞ ら し い  
怒 り っ ぽ い  ひ と り よ が り  軽 薄 な  口 が 軽 い  
し っ た か ぶ り  疑 い 深 い  忍 耐 力 の な い  ひ ね く れ た  
く ど い  乱 暴 な  身 勝 手 な  で た ら め な  
な げ や り  ほ ら ふ き  気 ま ぐ れ な  う ぬ ぼ れ た  
残 忍 な  や る き の な い  む ぼ う な  思 慮 の な い  
う ち と け な い  気 が 小 さ い  衝 動 的 な  お く び ょ う な  
い い か げ ん な  口 先 だ け  ひ と を け な す  薄 情 な  
ひ と で な し  人 付 合 い の よ い  お し つ け が ま

し い  
人 使 い の あ ら い  
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付 録 C 研 究 2 の 結 果 の 再 分 析  

 

研 究 2 の f M R I デ ー タ を S P M 2 で 再 分 析 し た  

 

方 法  

 デ ー タ 解 析  測 定 デ ー タ は M A T L A B 上 で 作 動 す る 統

計 解 析 ソ フ ト ウ ェ ア S P M 2  ( W e l l c o m e  D e p a r t m e n t  o f  

C o g n i t i v e  N e u r o l o g y ,  L o n d o n ,  U K )  を 用 い て 解 析 し

た 。 ま ず ， 前 処 理 と し て ， 実 験 参 加 者 の 体 動 に よ る

位 置 補 正 ， 各 実 験 参 加 者 の 脳 の 解 剖 学 的 標 準 化 ， さ

ら に 8 m m の ガ ウ シ ア ン ・ フ ィ ル タ ー に よ る ， 空 間 的

平 滑 化 を 行 っ た 。  

個 人 ご と の 解 析 と し て f i x e d  e f f e c t s  m o d e l を 適 用

し て ， 比 較 条 件 間 の コ ン ト ラ ス ト を 作 成 し ， ボ ク セ

ル ご と の 検 定 に 基 づ く 賦 活 マ ッ プ を 作 成 し た 。 そ の

後 ， 全 実 験 参 加 者 に つ い て r a n d o m  e f f e c t s  a n a l y s i s

に よ り ， 賦 活 マ ッ プ を 作 成 し た 。 そ の 際 ， Z ス コ ア

の 最 小 値 は 3 . 2 0 ， p = . 0 0 1  ( u n c o r r e c t e d ) ， 最 小 ク ラ ス

タ ー サ イ ズ は 2 ボ ク セ ル と し た 。  さ ら に ， 自 己 知

識 課 題 と 仮 名 課 題 ， 社 会 的 評 価 課 題 と 仮 名 課 題 ， そ

れ ぞ れ の 比 較 に 共 通 し た 脳 活 動 部 位 を 比 較 す る た め ，

c o n j u n c t i o n  a n a l y s i s  ( F r i s t o n  e t  a l . ,  1 9 9 9 ;  N i c h o l s  

e t  a l . ,  2 0 0 5 )  を 行 っ た 。 そ の 際 ， Z ス コ ア の 最 小 値

は 3 . 2 0 ， p = . 0 0 1  ( u n c o r r e c t e d ) ， 最 小 ク ラ ス タ ー サ イ

ズ は 2 ボ ク セ ル と し た 。  
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結 果  

 f M R I の 結 果  自 己 知 識 課 題  ( 図 c 1 ， 表 c 1 ) ， 他 者

知 識 課 題  ( 図 c 2 ， 表 c 2 ) ， 社 会 的 評 価 課 題  ( 図 c 3 ，

表 c 3 ) そ れ ぞ れ の 条 件 に お い て ， 仮 名 課 題 よ り も 活

動 が 増 加 し た 脳 部 位 を 算 出 し た 。 自 己 知 識 課 題 で は

B A 8 ,  1 0 ,  3 2 の 領 域 内 に ， 他 者 知 識 課 題 で は B A 1 0 の

領 域 内 に ， 社 会 的 評 価 課 題 で は B A 1 0 の 領 域 内 に ，

そ れ ぞ れ 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 が 認 め ら れ た 。  

 図 c 4 と 表 c 4 に は 自 己 知 識 課 題 に お い て 社 会 的 評

価 課 題 よ り も 活 動 が 増 加 し た 脳 部 位 を 示 し た 。 自 己

知 識 課 題 に お い て 社 会 的 評 価 課 題 よ り も 強 く 内 側 前

頭 前 皮 質  ( B A 8 ) が 活 動 し て い た 。 ま た ， c o n j u n c t i o n  

a n a l y s i s の 結 果 ， 自 己 知 識 課 題 と 仮 名 課 題 と の 比 較 ，

社 会 的 評 価 課 題 と 仮 名 課 題 と の 比 較 に 共 通 し て 見 ら

れ た 活 動 部 位 は 見 い だ さ れ な か っ た 。  

 図 c 5 と 表 c 5 に は 自 己 知 識 課 題 に お い て 他 者 知 識

課 題 よ り も 活 動 が 増 加 し た 脳 部 位 を 示 し た 。 内 側 前

頭 前 皮 質 に は 自 己 知 識 課 題 と 他 者 知 識 課 題 に 差 は 見

ら れ な か っ た 。  
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表 c 1 自 己 知 識 課 題 に お い て 仮 名 課 題 よ り も 活 動 増 加

が 認 め ら れ た 部 位 。 B A は ブ ロ ー ド マ ン エ リ

ア ， 座 標 は タ ラ イ ラ ッ ク の 座 標 を 示 し て い る 。  
  同 一 ク ラ ス ター に    座 標    
脳 部 位  含 まれ るボク セル数  半 球  x  y  z  Z  値  
内 側        
上 前 頭 回 ( B A 1 0 )  2  左  - 1 2  6 1  1 9  3 . 2 1  

( B A 8 )  1 8  左  - 1 4  5 0  3 8  3 . 8 2  
内 側 前 頭 回 ( B A 1 0 )  1 2  左  - 6  5 3  5  3 . 3 8  
前 部 帯 状 回 ( B A 3 2 )  5  左  - 1 2  4 1  7  3 . 5 5  
外 側        
下 前 頭 回 ( B A 4 7 )  6  右  5 5  2 1  3  3 . 7 9  
上 側 頭 回 ( B A 4 7 )  1 0  左  - 2 8  1 4  - 2 3  3 . 3  

 

 
 

 

 

図 c 1  自 己 知 識 課 題 に お い て 仮 名 課 題 よ り も 活

動 増 加 が 認 め ら れ た 部 位  
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表 c 2 他 者 知 識 課 題 に お い て 仮 名 課 題 よ り も 活 動 増 加

が 認 め ら れ た 部 位 。 B A は ブ ロ ー ド マ ン エ リ

ア ， 座 標 は タ ラ イ ラ ッ ク の 座 標 を 示 し て い る 。  
  同 一 ク ラ ス ター に    座 標    
脳 部 位  含 まれ るボク セル数  半 球  x  y  z  Z  値  
内 側              
上 前 頭 回 ( B A 1 0 )  4  左  - 1 4  5 7  1 7  3 . 3 0  
内 側 前 頭 回 ( B A 1 0 )  5 3  左  - 8  5 5  1 0  3 . 7 3  

( B A 1 0 )  2 4  右  1 4  4 9  1 2  4 . 3 2  
海 馬 傍 回 ( B A 3 0 )  1 1  左  - 1 6  - 4 1  - 3  3 . 5 0  
楔 前 部 ( B A 7 )  1 3  左  - 6  - 5 1  3 6  3 . 4 0  

( B A 3 1 )  4  右  2 4  - 7 1  2 0  3 . 4 2  
楔 部 ( B A 3 0 )  3  右  6  - 7 2  7  3 . 3 3  

( B A 1 7 )  9  左  - 1 6  - 8 1  1 0  3 . 5 3  
外 側        
中 前 頭 回 ( B A 9 )  3  右  3 2  2 5  3 0  3 . 9 1  
下 前 頭 回 ( B A 4 7 )  1 6  左  - 5 0  2 3  - 6  3 . 6 0  
中 側 頭 回 ( B A 2 1 )  2 3  右  5 7  - 5  - 2 0  3 . 6 5  

( B A 3 9 )  2 2  左  - 5 0  - 6 1  2 7  3 . 6 8  
上 側 頭 回 ( B A 4 1 )  1 0  左  - 3 6  - 3 6  9  3 . 7 2  
縁 上 回 ( B A 3 9 )  7  右  5 3  - 5 9  3 2  3 . 5 3  

 

 
 

 

 

図 c 2  他 者 知 識 課 題 に お い て 仮 名 課 題 よ り も 活

動 増 加 が 認 め ら れ た 部 位  
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表 c 3 社 会 的 評 価 課 題 に お い て 仮 名 課 題 よ り も 活 動 増

加 が 認 め ら れ た 部 位 。 B A は ブ ロ ー ド マ ン エ リ

ア ， 座 標 は タ ラ イ ラ ッ ク の 座 標 を 示 し て い る 。  
  同 一 ク ラ ス ター に    座 標    
脳 部 位  含 まれ るボク セル数  半 球  x  y  z  Z  値  
内 側        
内 側 前 頭 回 ( B A 1 0 )  4  左  - 8  5 3  3  3 . 5 7  
前 部 帯 状 回 ( B A 1 0 )  7  左  - 1 0  4 7  - 2  3 . 5 1  
下 前 頭 回 ( B A 4 7 )  2 9  左  - 2 2  1 3  - 1 7  4 . 1 4  
帯 状 回 ( B A 2 4 )  1 6  右  6  - 4  3 9  3 . 8 3  

( B A 2 4 )  2  左  - 1 4  - 6  4 1  3 . 3 9  
海 馬 傍 回 ( B A 2 7 )  9  右  2 4  - 3 3  - 5  4 . 1 2  
舌 状 回 ( B A 1 8 )  7  右  8  - 7 0  5  3 . 4 7  
楔 部 ( B A 1 8 )  2 4  左  - 1 4  - 8 5  1 3  4 . 7 9  

( B A 1 8 )  1 5  右  1 0  - 8 8  2 1  4 . 0 5  
外 側        
上 側 頭 回 ( B A 3 8 )  2  右  3 0  9  - 2 1  3 . 2 8  
中 心 前 回 ( B A 6 )  3  左  - 5 7  3  1 3  3 . 3 9  
中 側 頭 回  1 3  右  6 1  - 5 4  8  3 . 8 6  

 

 

 

 

 

図 c 3 社 会 的 評 価 課 題 に お い て 仮 名 課 題 よ り も

活 動 増 加 が 認 め ら れ た 部 位  
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表 c 4 自 己 知 識 課 題 に お い て 社 会 的 評 価 課 題 よ

り も 活 動 増 加 が 認 め ら れ た 部 位 。 B A は

ブ ロ ー ド マ ン エ リ ア ， 座 標 は タ ラ イ ラ ッ

ク の 座 標 を 示 し て い る 。  
  同 一 ク ラ ス ター に    座 標    
脳 部 位  含 まれ るボク セル数  半 球  x  y  z  Z  値  
内 側        
上 前 頭 回 ( B A 8 )  2  左  - 8  2 8  4 8  3 . 2 5  

 
 

 

 

 

 

図 c 4 自 己 知 識 課 題 に お い て 社 会 的 評 価 課 題 よ

り も 活 動 増 加 が 認 め ら れ た 部 位  
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表 c 5 自 己 知 識 課 題 に お い て 他 者 課 題 よ り も 活

動 増 加 が 認 め ら れ た 部 位 。 B A は ブ ロ ー

ド マ ン エ リ ア ， 座 標 は タ ラ イ ラ ッ ク の 座

標 を 示 し て い る 。  
  同 一 ク ラ ス ター に    座 標    
脳 部 位  含 まれ るボク セル数  半 球  x  y  z  Z  値  
外 側        
中 前 頭 回 ( B A 6 )  8  左  - 3 4  8  5 3  3 . 6 7  

 

 
 

 

 

図 c 5 自 己 知 識 課 題 に お い て 他 者 課 題 よ り も 活

動 増 加 が 認 め ら れ た 部 位  
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考 察  

本 文 で 示 し た S P M 9 9 に よ る 分 析 結 果 と 大 き く 異 な

る の は ， 社 会 的 評 価 課 題 に お い て も 仮 名 課 題 と の 比

較 に お い て 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 が 認 め ら れ た

こ と で あ る 。 こ の こ と は ， 社 会 的 評 価 仮 説 が 自 己 知

識 の 活 性 化 に 伴 う 内 側 前 頭 前 皮 質 の 活 動 増 加 と い う

現 象 を 説 明 す る も の と な る 可 能 性 を 示 唆 し て い る 。

し か し ， 自 己 知 識 課 題 に お い て 社 会 的 評 価 課 題 よ り

も 強 く 活 動 す る 内 側 前 頭 前 皮 質 の 部 位 が 見 い だ さ れ

た 。 ま た ， 自 己 知 識 課 題 と 仮 名 課 題 と の 比 較 と ， 社

会 的 評 価 課 題 と 仮 名 課 題 と の 比 較 で 共 通 し て 活 動 し

て い る 部 位 を c o n j u n c t i o n  a n a l y s i s に よ っ て 検 討 し

た と こ ろ ， 自 己 知 識 課 題 と 社 会 的 評 価 課 題 で 共 通 し

て 活 動 し た 部 位 は 見 い だ さ れ な か っ た 。 こ れ ら の 結

果 か ら ， は や り 自 己 知 識 の 活 性 化 に 伴 う 内 側 前 頭 前

皮 質 の 活 動 増 加 が 社 会 的 評 価 判 断 に よ る も の で あ る

と は 考 え に く い 。  
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付 録 D 研 究 3 で 用 い た 刺 激 の リ ス ト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人 格 特 性 語  

愛 想 の よ い  怒 り っ ぽ い  自 信 の 強 い  

外 向 的 な  感 情 的 な  奔 放 な  

気 楽 な  口 ご た え す る  向 う 見 ず な  

社 交 的 な  攻 撃 的 な  受 身 的 な  

の ん き な  衝 動 的 な  さ び し が り や  

人 な つ っ こ い  す ね る  自 信 の な い  

ひ ょ う き ん な  せ っ か ち な  て れ る  

楽 観 的 な  短 気 な  度 胸 の な い  

内 気 な  な れ な れ し い  恥 ず か し が る  

思 い つ め る  感 受 性 の 強 い  伏 目 が ち な  

気 が ね す る  几 帳 面 な  弱 音 を は く  

気 苦 労 の 多 い  細 か い  口 数 少 な い  

気 む ず か し い  地 道 な  口 下 手 な  

緊 張 す る  注 意 深 い  さ わ が し い  

く よ く よ す る  徹 底 す る  遠 回 し に 話 す  

神 経 質 な  念 入 り な  は し ゃ ぐ  

心 配 性 の  敏 感 な  話 し 好 き な  

冗 談 を い わ な い  油 断 の な い  早 口 な  

悲 観 的 な  用 心 深 い  雄 弁 な  

人 を 気 に す る  う か つ な  理 屈 っ ぽ い  

人 ぎ ら い の  気 ま ま な  遠 慮 深 い  

無 愛 想 な  せ わ し い  大 げ さ な  

劣 等 感 の あ る  粗 雑 な  飾 り の な い  

世 話 好 き な  そ そ っ か し い  潔 ぺ き な  

人 の よ い  無 頓 着 な  と ぼ け た  

手 厳 し い  く い さ が る  欲 の な い  

皮 肉 を い う  熱 中 す る  律 儀 な  

ぶ っ き ら ぼ う  負 け ず 嫌 い な  意 地 張 り  

お っ と り し た  ま め な  お せ っ か い  

お と な し い  あ き っ ぽ い  が ん 固 な  

気 が 長 い  あ き ら め 易 い  強 引 な  

協 調 的 な  感 化 さ れ や す い  こ だ わ る  

孤 独 を 好 む  執 着 し な い  し ぶ と い  

従 順 な  妥 協 的 な  ね っ し ん な  

淡 々 と し た  同 調 し が ち な  つ き つ め る  

動 じ な い  命 知 ら ず な  強 が る  

の ん び り し た  勝 気 な  柔 軟 な  

控 え 目 な  我 の 強 い  勝 負 好 き  

平 然 と し た  が む し ゃ ら  盲 目 的 な  

甘 え の あ る  気 の 強 い  忘 れ っ ぽ い  
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名 詞  

復 帰  初 期  事 件  

支 援  権 利  軍 備  

確 信  歌 曲  爆 音  

知 恵  共 同  無 職  

結 婚  真 夏  低 下  

進 学  評 判  病 状  

格 別  郷 里  湿 気  

眺 望  王 座  脅 威  

国 宝  編 物  心 配  

給 与  男 女  軍 隊  

特 有  都 会  難 航  

完 了  転 換  誤 解  

賞 品  生 物  墓 地  

開 発  最 古  税 金  

確 実  無 償  失 礼  

主 演  選 択  衝 突  

創 作  永 年  不 足  

開 始  貿 易  逮 捕  

増 加  同 意  病 人  

家 庭  求 職  面 倒  

納 得  抗 議  危 険  

支 持  論 争  非 行  

真 実  反 撃  不 満  

工 夫  満 員  崩 壊  

招 待  極 秘  困 難  

拡 張  財 界  不 調  

転 機  返 済  負 傷  

記 念  派 閥  損 害  

共 感  補 欠  弱 点  

効 果  権 威  疑 惑  

発 掘  否 定  破 棄  

果 実  停 滞  赤 字  

簡 単  違 反  貧 困  

団 結  深 刻  失 敗  

昼 食  矛 盾  強 制  

育 成  禁 止  閉 鎖  

中 心  風 邪  敗 戦  

発 足  残 念  悲 鳴  

開 催  排 除  失 脚  

約 束  前 科  結 核  
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付 録 E  研 究 4 で 用 い た 刺 激 の リ ス ト   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人 格 特 性 語  
(本 試 行 用 )  

気 楽 な  感 情 的 な  自 信 の 強 い  
社 交 的 な  口 ご た え す る  奔 放 な  
の ん き な  攻 撃 的 な  向 う 見 ず な  
人 な つ っ こ い  衝 動 的 な  受 身 的 な  
ひ ょ う き ん な  す ね る  さ び し が り や  
楽 観 的 な  せ っ か ち な  自 信 の な い  
内 気 な  短 気 な  て れ る  
思 い つ め る  な れ な れ し い  度 胸 の な い  
気 が ね す る  感 受 性 の 強 い  恥 ず か し が る  
気 苦 労 の 多 い  几 帳 面 な  伏 目 が ち な  
気 む ず か し い  細 か い  弱 音 を は く  
緊 張 す る  地 道 な  口 数 少 な い  
く よ く よ す る  注 意 深 い  口 下 手 な  
神 経 質 な  徹 底 す る  さ わ が し い  
心 配 性 の  念 入 り な  遠 回 し に 話 す  
冗 談 を い わ な い  敏 感 な  は し ゃ ぐ  
悲 観 的 な  油 断 の な い  話 し 好 き な  
人 を 気 に す る  用 心 深 い  早 口 な  
人 ぎ ら い の  う か つ な  雄 弁 な  
無 愛 想 な  気 ま ま な  理 屈 っ ぽ い  
劣 等 感 の あ る  せ わ し い  遠 慮 深 い  
世 話 好 き な  粗 雑 な  大 げ さ な  
人 の よ い  そ そ っ か し い  飾 り の な い  
手 厳 し い  無 頓 着 な  潔 ぺ き な  
皮 肉 を い う  く い さ が る  と ぼ け た  
ぶ っ き ら ぼ う  熱 中 す る  欲 の な い  
お っ と り し た  負 け ず 嫌 い な  律 儀 な  
お と な し い  ま め な  意 地 張 り  
気 が 長 い  あ き っ ぽ い  お せ っ か い  
協 調 的 な  あ き ら め 易 い  が ん 固 な  
孤 独 を 好 む  感 化 さ れ や す い  強 引 な  
従 順 な  執 着 し な い  こ だ わ る  
淡 々 と し た  妥 協 的 な  し ぶ と い  
動 じ な い  同 調 し が ち な  ね っ し ん な  
の ん び り し た  命 知 ら ず な  つ き つ め る  
控 え 目 な  勝 気 な  強 が る  

我 の 強 い  柔 軟 な  平 然 と し た  
甘 え の あ る  が む し ゃ ら  勝 負 好 き  
怒 り っ ぽ い  気 の 強 い    
 

人 格 特 性 語  
(練 習 用 )  
友 情 の あ る  
意 地 悪 な  
薄 情 な  
中 傷 す る  
謙 虚 な  
い い 加 減 な  
粘 り 強 い  
意 志 の 強 い  
正 直 な  
み え っ ぱ り  
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名 詞  
( 本 試 行 用 )  

確 信  権 利  事 件  
知 恵  歌 曲  軍 備  
結 婚  共 同  爆 音  
進 学  真 夏  無 職  
格 別  評 判  低 下  
眺 望  郷 里  病 状  
国 宝  王 座  湿 気  
給 与  編 物  脅 威  
特 有  男 女  心 配  
完 了  都 会  軍 隊  
賞 品  転 換  難 航  
開 発  生 物  誤 解  
確 実  最 古  墓 地  
主 演  無 償  税 金  
創 作  選 択  失 礼  
開 始  永 年  衝 突  
増 加  貿 易  不 足  
家 庭  同 意  逮 捕  
納 得  求 職  病 人  
支 持  抗 議  面 倒  
真 実  論 争  危 険  
工 夫  反 撃  非 行  
招 待  満 員  不 満  
拡 張  極 秘  崩 壊  
転 機  財 界  困 難  
記 念  返 済  不 調  
共 感  派 閥  負 傷  
効 果  補 欠  損 害  
発 掘  権 威  弱 点  
果 実  否 定  疑 惑  
簡 単  停 滞  破 棄  
団 結  違 反  赤 字  
昼 食  深 刻  貧 困  
育 成  矛 盾  失 敗  
中 心  禁 止  強 制  
発 足  風 邪  閉 鎖  

残 念  敗 戦  開 催  
約 束  排 除  悲 鳴  
初 期  前 科    
 

名 詞  
( 練 習 用 )  
朝 日  
本 物  
宇 宙  
傑 作  
生 誕  
結 核  
重 荷  
苦 境  
泥 棒  
迷 惑  

 


